
● 理事長新年度挨拶
● 第63回定時総会
● 理事長・設置者、園長合同研修会
● 認定こども園訪問/おやこんぼ
● 特集『親と子の心を育てる幼児教育』（その5）肥後功一
● コミュニティ（保育の窓）
● 絵本の紹介（学研）
● もの想い（東海幼稚園・静岡精華幼稚園）
● 教員養成校訪問/健康随想
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只今全国展開中



(一社)静岡県私立幼稚園振興協会定時総会

■
勲
章
受
章
者（
教
育
功
労
）

平
成
27
年
度
　
春
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

元
静
岡
豊
田
幼
稚
園
園
長
　
宮
下
ち
づ
子

（
現
学
校
法
人
静
岡
豊
田
学
園
理
事
長
）

平
成
27
年
度

私
立
学
校
教
育
振
興
功
労
知
事
表
彰
受
賞
者

静
岡
聖
母
幼
稚
園
園
長 

下
村
紀
美
子

梨
花
幼
稚
園
園
長 
高
瀬
絹
代

学
校
法
人
田
中
学
園
理
事
長

認
定
こ
ど
も
園
み
の
る
幼
稚
園
園
長 

田
中
邦
昌

日
本
平
幼
稚
園
園
長 

藤
原
通
晴

伊
東
聖
母
幼
稚
園
園
長 

マ
ル
シ
ャ
ン・
ジ
ョ
フ
ロ
ア

　

（
50
音
順
）

平
成
27
年
度

永
年
勤
続
表
彰
受
賞
者（
理
事
長
・
設
置
者
、園
長
）

●
勤
続
50
年
以
上

学
校
法
人
浜
松
葵
学
園
浜
松
葵
幼
稚
園
園
長 

島
津
美
智
子

●
勤
続
40
年
以
上

学
校
法
人
藤
原
学
園 

日
本
平
幼
稚
園
園
長 

藤
原
通
晴

●
勤
続
30
年
以
上

学
校
法
人
清
水
花
園
学
園
理
事
長 

八
坂
幼
稚
園
園
長 

千
葉
一
道

学
校
法
人
無
憂
樹
学
園
理
事
長 

駅
南
幼
稚
園
園
長 

朝
元
百

学
校
法
人
青
葉
学
園
理
事
長 

青
葉
幼
稚
園
園
長 

松
下
知
弘

●
勤
続
20
年
以
上

学
校
法
人
静
岡
聖
母
学
園 

吉
原
聖
母
幼
稚
園
園
長  

小
林
歌
子

学
校
法
人
龍
の
子
学
園
理
事
長 

龍
の
子
幼
稚
園
園
長 

座
光
寺
明

●
勤
続
10
年
以
上

学
校
法
人
静
岡
精
華
学
園 

静
岡
精
華
幼
稚
園
園
長 

幾
田
光
男

　

（
一
社
）静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会

相
田 

芳
久

理
事
長

■
理
事
長
新
年
度
挨
拶

　
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
く
も
４
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
県
内
に
お
い
て
は
従
前
か
ら
の

認
定
こ
ど
も
園
も
含
め
て
34
ヶ
園
が
新
制
度
に

移
行
し
ま
し
た
。
ま
た
地
域
の
状
況
や
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
小
規
模
保
育
や
一
時
預
か
り
事
業
を

展
開
、
ま
た
は
計
画
し
て
い
る
園
も
出
て
き
て

お
り
ま
す
。

　
新
制
度
施
行
に
伴
い
、
保
護
者
や
地
域
社
会

に
と
っ
て
は
、
た
だ
で
さ
え
わ
か
り
に
く
か
っ

た
幼
児
教
育
施
設
間
の
違
い
が
、
さ
ら
に
難
解

に
な
っ
て
い
る
感
は
否
め
ま
せ
ん
。
す
で
に
動

き
始
め
た
制
度
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が

よ
り
良
く
変
化
し
、
さ
ら
に
価
値
を
高
め
て
社

会
の
負
託
に
応
え
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
は
日
本
の
幼
児
教
育
に
と
っ
て
大
変
重

要
な
1
年
と
な
り
そ
う
で
す
。
学
校
教
育
法
の

第
1
条
で
し
っ
か
り
と
そ
の
意
義
を
示
さ
れ
た

幼
稚
園
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
財
源
を
保
障

す
る
べ
き
確
固
た
る
法
律
を
持
た
な
か
っ
た
が

ゆ
え
に
、
新
制
度
に
お
い
て
も
子
育
て
支
援
を

謳
う
福
祉
行
政
の
陰
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
欧
米
主
要
国
間
で
は
、

就
学
前
幼
児
教
育
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
き
、
し
っ

か
り
と
し
た
理
念
構
築
と
財
政
措
置
を
行
う
こ

と
は
も
は
や
当
た
り
前
の
流
れ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
全
日
本
私
立
幼

稚
園
連
合
会
で
は
自
民
党
議
連
・
幼
児
教
育

部
会
に
問
題
提
起
し
、
党
内
文
教
小
委
員
会

と
と
も
に
現
在
『
幼
児
教
育
振
興
法(

仮
称)

』

を
議
員
立
法
に
て
成
立
さ
せ
る
べ
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
協
議
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
３
歳
か
ら
５
歳
の
幼
児
教
育
が
小
・
中
学

校
義
務
教
育
と
同
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
確

実
な
財
源
措
置
を
も
っ
て
国
民
の
子
弟
一
人

ひ
と
り
に
等
し
く
充
実
し
た
幼
児
教
育
を
提

供
す
る
こ
と
は
私
た
ち
私
立
幼
稚
園
関
係
者

に
と
っ
て
積
年
の
願
い
で
し
た
。
こ
の
実
現

に
よ
り
、
幼
稚
園
教
育
を
中
心
と
す
る
幼
児

教
育
の
益
々
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
教
職
員
の
就
労
環
境
改
善
も
含
め
て
、

そ
の
資
質
向
上
に
向
け
て
大
き
な
流
れ
が
起

こ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
に
は
今
後
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
念

頭
に
置
き
、
普
段
の
教
育
内
容
、
実
践
の
充

実
を
目
指
す
と
と
も
に
、
就
園
前
や
就
学
後

の
子
ど
も
の
育
ち
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
強
固
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
園
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
・
保
護
者
・
教
職
員
が
一
体
、

一
丸
と
な
っ
て
『
子
ど
も
の
豊
か
な
生
活
』

作
り
の
た
め
に
精
進
し
て
い
た
だ
く
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
に
私
学
振
興
課
長
と
し
て
着
任
し

ま
し
た
伏
見
光
博
で
す
。

　
日
頃
か
ら
、
私
ど
も
私
学
振
興
課
の
業
務
に

つ
い
て
、
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
県
の
様
々
な
施
策
に
御
協
力
を
い
た
だ

き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
と
と
も
に
、
私
立
幼
稚
園
の
振
興
に
向

け
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、本
年
４
月
よ
り
、幼
児
期
の
学
校
教
育
・

保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
創
生
、人
口
減
少
、人
口
流
出
な
ど
、様
々

な
社
会
的
課
題
が
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
そ
れ

ら
の
解
決
の
鍵
と
な
る
の
は
「
人
づ
く
り
」
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
子
供
の
こ
ろ
か
ら
地
域
に
愛
着
と
関
心
を
持

ち
、
地
域
で
自
己
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
に
貢
献
す
る
人
を
多
く
育
て
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
幼
児
期
か
ら
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
質
の
高
い
学
校
教
育
を
行
う

な
ど
「
社
会
総
が
か
り
・
地
域
ぐ
る
み
」
で
人

材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
本
県
で
は
平
成
26
年
度
に
私
立
幼
稚
園
認
可

を
受
け
て
い
た
238
園
の
う
ち
、
新
制
度
に
移
行

さ
れ
た
園
は
34
園
、
う
ち
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
は
30
園
で
し
た
。

　
新
制
度
施
行
に
よ
り
皆
様
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
私
立
幼
稚
園
の
根

幹
を
成
す
建
学
の
精
神
の
遵
守
、
子
ど
も
に

と
っ
て
の
最
善
の
利
益
を
第
一
と
す
る
皆
様

の
思
い
を
尊
重
し
、
幼
稚
園
振
興
協
会
と
協

力
し
て
、
よ
り
一
層
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た｢

子
ど
も
の
命
を
守
る｣

こ
と
を
第
一

に
、
私
立
幼
稚
園
に
お
け
る
園
舎
等
の
耐
震

化
を
よ
り
一
層
進
め
る
た
め
の
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
幼
稚
園
施
設
の
耐
震
化
率
は
、
26
年
度
末

で
は
95.3
％
（
暫
定
値
）
で
あ
り
ま
す
。
未
耐

震
施
設
の
あ
る
幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、

幼
稚
園
ご
と
実
施
困
難
な
要
因
は
様
々
だ
と

思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
図
れ
る

か
一
緒
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
私
学
振
興
課
の
職
員
一
同
、

皆
様
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
私
立
幼

稚
園
の
振
興
、
発
展
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幼
児
期
か
ら
の
地
域
に
お
け
る
人
づ
く
り

静
岡
県
私
学
振
興
課
長伏

見 

光
博

第63回

　

一
般
社
団
法
人
静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会

の
第
63
回
定
時
総
会
が
、5
月
25
日（
月
）ホ
テ
ル

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
107
名
の
会
員
が
出
席
し
、静

岡
県
文
化
・
観
光
部
長
西
田
郁
夫
様
、同
総
合
教
育

局
長
鈴
木
一
吉
様
、同
私
学
振
興
課
長
伏
見
光
博
様

を
お
迎
え
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、相
田
芳
久
理
事
長
の
新
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
た
現
状
や
幼
児
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を

目
指
す
熱
意
に
み
ち
た
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
、春
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を

受
賞
さ
れ
た
振
興
協
会
顧
問 

元
静
岡
豊
田
幼
稚
園

園
長
宮
下
ち
づ
子
先
生
の
紹
介
が
あ
り
、引
き
続

き
、教
育
振
興
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
て
い
る

方
々
へ
の
表
彰
に
移
り
ま
し
た
。県
文
化
・
観
光
部

長
西
田
郁
夫
様
か
ら
は
私
立
学
校
教
育
振
興
功
労

知
事
表
彰
状
が
、ま
た
相
田
理
事
長
か
ら
は
理
事

長
・
設
置
者
、園
長
永
年
勤
続
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

る
と
、受
賞
者
の
功
績
に
会
場
か

ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、県
知
事
の
お
祝
辞
を

県
文
化
・
観
光
部
長
西
田
郁
夫
様

が
代
読
さ
れ
、総
会
は
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

　
議
長
と
な
っ
た
相
田
理
事
長
の

進
行
で
議
事
は
進
み
、第
1
号
議

案「
平
成
26
年
度
事
業
報
告
及
び

財
務
状
況
報
告
」が
原
案
ど
お
り

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
報
告
事
項
と
し
て
会
員
の
退
会
に
つ
い
て
１

園
の
退
会
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　■ 

川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
の
祝
辞

　　
一
般
社
団
法
人
静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会

第
63
回
定
時
総
会
の
開
催
に
当
た
り
、一
言
お
祝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
、多
数
の
皆
様
の
御
出
席
の
も
と
、こ
の
よ
う

に
盛
大
に
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
件
の
私
立
幼
稚
園
教
育
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、日
ご
ろ
よ
り
、私
立
幼
稚
園
振
興
協
会
の
役
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、関
係
の
皆
様
方
に
多
大
な
る
御

尽
力
を
い
た
だ
き
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、永
年
に
わ
た
る
私
立
幼
稚
園
教
育
の
発
展

へ
の
御
尽
力
及
び
そ
の
御
功
績
に
よ
り
、叙
勲
の
栄

に
浴
さ
れ
た
宮
下
ち
づ
子
先
生
を
は
じ
め
、栄
え
あ

る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、冨
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
続
き
、

本
県
の
韮
山
反
射
炉
を
含
む
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
の
登
録
が
見
込
ま
れ
る
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
県
は
、こ
れ
ら
の
世
界
的
な

文
化
遺
産
を
は
じ
め
、世
界
農
業

遺
産
で
あ
る「
茶
草
場
農
法
」や

無
形
文
化
遺
産
「
和
食
」
な
ど

様
々
な
分
野
に
お
い
て「
世
界
ク

ラ
ス
の
資
源
」に
恵
ま
れ
て
お
り
、

県
内
の
子
ど
も
達
が
、こ
れ
ら「
世

界
ク
ラ
ス
の
資
源
」に
幼
児
期
か

ら
触
れ
る
こ
と
で
、地
域
に
愛
着

と
関
心
を
持
ち
、地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
が
育
成

さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
は
子
ど
も
達
が
初
め
て
出
会
う
学
校
で

あ
り
ま
す
。皆
様
方
が
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
幼
児
期

の
教
育
は
、生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培

う
も
の
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、本
県
の
恵
ま
れ
た

環
境
の
中
で
、そ
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
4
月
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、認
定
こ
ど
も
園
、幼
稚
園
と

運
営
形
態
は
様
々
と
な
っ
て
も
、皆
様
の
建
学
の
精

神
に
沿
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
方
針
に
基
づ
き
、私

学
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
を
実
践
さ
れ
、県
民

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
応
え
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、皆
様
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
質
の
高
い
教
育
を
提
供
で
き
る
よ
う
、引
き
続
き
、

私
学
教
育
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、一
般
社
団
法
人
静
岡
県
私
立
幼

稚
園
振
興
協
会
並
び
に
各
私
立
幼
稚
園
の
益
々
の

御
発
展
と
、御
出
席
の
皆
様
方
の
御
健
勝
、御
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

1



(一社)静岡県私立幼稚園振興協会定時総会

■
勲
章
受
章
者（
教
育
功
労
）

平
成
27
年
度
　
春
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

元
静
岡
豊
田
幼
稚
園
園
長
　
宮
下
ち
づ
子

（
現
学
校
法
人
静
岡
豊
田
学
園
理
事
長
）

平
成
27
年
度

私
立
学
校
教
育
振
興
功
労
知
事
表
彰
受
賞
者

静
岡
聖
母
幼
稚
園
園
長 

下
村
紀
美
子

梨
花
幼
稚
園
園
長 

高
瀬
絹
代

学
校
法
人
田
中
学
園
理
事
長

認
定
こ
ど
も
園
み
の
る
幼
稚
園
園
長 

田
中
邦
昌

日
本
平
幼
稚
園
園
長 

藤
原
通
晴

伊
東
聖
母
幼
稚
園
園
長 

マ
ル
シ
ャ
ン・
ジ
ョ
フ
ロ
ア

　

（
50
音
順
）

平
成
27
年
度

永
年
勤
続
表
彰
受
賞
者（
理
事
長
・
設
置
者
、園
長
）

●
勤
続
50
年
以
上

学
校
法
人
浜
松
葵
学
園
浜
松
葵
幼
稚
園
園
長 

島
津
美
智
子

●
勤
続
40
年
以
上

学
校
法
人
藤
原
学
園 

日
本
平
幼
稚
園
園
長 

藤
原
通
晴

●
勤
続
30
年
以
上

学
校
法
人
清
水
花
園
学
園
理
事
長 

八
坂
幼
稚
園
園
長 

千
葉
一
道

学
校
法
人
無
憂
樹
学
園
理
事
長 

駅
南
幼
稚
園
園
長 

朝
元
百

学
校
法
人
青
葉
学
園
理
事
長 

青
葉
幼
稚
園
園
長 

松
下
知
弘

●
勤
続
20
年
以
上

学
校
法
人
静
岡
聖
母
学
園 

吉
原
聖
母
幼
稚
園
園
長  

小
林
歌
子

学
校
法
人
龍
の
子
学
園
理
事
長 

龍
の
子
幼
稚
園
園
長 

座
光
寺
明

●
勤
続
10
年
以
上

学
校
法
人
静
岡
精
華
学
園 

静
岡
精
華
幼
稚
園
園
長 

幾
田
光
男

　

（
一
社
）静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会

相
田 

芳
久

理
事
長

■
理
事
長
新
年
度
挨
拶

　
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
く
も
４
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
県
内
に
お
い
て
は
従
前
か
ら
の

認
定
こ
ど
も
園
も
含
め
て
34
ヶ
園
が
新
制
度
に

移
行
し
ま
し
た
。
ま
た
地
域
の
状
況
や
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
小
規
模
保
育
や
一
時
預
か
り
事
業
を

展
開
、
ま
た
は
計
画
し
て
い
る
園
も
出
て
き
て

お
り
ま
す
。

　
新
制
度
施
行
に
伴
い
、
保
護
者
や
地
域
社
会

に
と
っ
て
は
、
た
だ
で
さ
え
わ
か
り
に
く
か
っ

た
幼
児
教
育
施
設
間
の
違
い
が
、
さ
ら
に
難
解

に
な
っ
て
い
る
感
は
否
め
ま
せ
ん
。
す
で
に
動

き
始
め
た
制
度
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が

よ
り
良
く
変
化
し
、
さ
ら
に
価
値
を
高
め
て
社

会
の
負
託
に
応
え
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
は
日
本
の
幼
児
教
育
に
と
っ
て
大
変
重

要
な
1
年
と
な
り
そ
う
で
す
。
学
校
教
育
法
の

第
1
条
で
し
っ
か
り
と
そ
の
意
義
を
示
さ
れ
た

幼
稚
園
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
財
源
を
保
障

す
る
べ
き
確
固
た
る
法
律
を
持
た
な
か
っ
た
が

ゆ
え
に
、
新
制
度
に
お
い
て
も
子
育
て
支
援
を

謳
う
福
祉
行
政
の
陰
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
欧
米
主
要
国
間
で
は
、

就
学
前
幼
児
教
育
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
き
、
し
っ

か
り
と
し
た
理
念
構
築
と
財
政
措
置
を
行
う
こ

と
は
も
は
や
当
た
り
前
の
流
れ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
全
日
本
私
立
幼

稚
園
連
合
会
で
は
自
民
党
議
連
・
幼
児
教
育

部
会
に
問
題
提
起
し
、
党
内
文
教
小
委
員
会

と
と
も
に
現
在
『
幼
児
教
育
振
興
法(

仮
称)

』

を
議
員
立
法
に
て
成
立
さ
せ
る
べ
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
協
議
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
３
歳
か
ら
５
歳
の
幼
児
教
育
が
小
・
中
学

校
義
務
教
育
と
同
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
確

実
な
財
源
措
置
を
も
っ
て
国
民
の
子
弟
一
人

ひ
と
り
に
等
し
く
充
実
し
た
幼
児
教
育
を
提

供
す
る
こ
と
は
私
た
ち
私
立
幼
稚
園
関
係
者

に
と
っ
て
積
年
の
願
い
で
し
た
。
こ
の
実
現

に
よ
り
、
幼
稚
園
教
育
を
中
心
と
す
る
幼
児

教
育
の
益
々
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
教
職
員
の
就
労
環
境
改
善
も
含
め
て
、

そ
の
資
質
向
上
に
向
け
て
大
き
な
流
れ
が
起

こ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
に
は
今
後
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
念

頭
に
置
き
、
普
段
の
教
育
内
容
、
実
践
の
充

実
を
目
指
す
と
と
も
に
、
就
園
前
や
就
学
後

の
子
ど
も
の
育
ち
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
強
固
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
園
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
・
保
護
者
・
教
職
員
が
一
体
、

一
丸
と
な
っ
て
『
子
ど
も
の
豊
か
な
生
活
』

作
り
の
た
め
に
精
進
し
て
い
た
だ
く
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
に
私
学
振
興
課
長
と
し
て
着
任
し

ま
し
た
伏
見
光
博
で
す
。

　
日
頃
か
ら
、
私
ど
も
私
学
振
興
課
の
業
務
に

つ
い
て
、
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
県
の
様
々
な
施
策
に
御
協
力
を
い
た
だ

き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
と
と
も
に
、
私
立
幼
稚
園
の
振
興
に
向

け
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、本
年
４
月
よ
り
、幼
児
期
の
学
校
教
育
・

保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
創
生
、人
口
減
少
、人
口
流
出
な
ど
、様
々

な
社
会
的
課
題
が
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
そ
れ

ら
の
解
決
の
鍵
と
な
る
の
は
「
人
づ
く
り
」
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
子
供
の
こ
ろ
か
ら
地
域
に
愛
着
と
関
心
を
持

ち
、
地
域
で
自
己
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
に
貢
献
す
る
人
を
多
く
育
て
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
幼
児
期
か
ら
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
質
の
高
い
学
校
教
育
を
行
う

な
ど
「
社
会
総
が
か
り
・
地
域
ぐ
る
み
」
で
人

材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
本
県
で
は
平
成
26
年
度
に
私
立
幼
稚
園
認
可

を
受
け
て
い
た
238
園
の
う
ち
、
新
制
度
に
移
行

さ
れ
た
園
は
34
園
、
う
ち
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
は
30
園
で
し
た
。

　
新
制
度
施
行
に
よ
り
皆
様
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
私
立
幼
稚
園
の
根

幹
を
成
す
建
学
の
精
神
の
遵
守
、
子
ど
も
に

と
っ
て
の
最
善
の
利
益
を
第
一
と
す
る
皆
様

の
思
い
を
尊
重
し
、
幼
稚
園
振
興
協
会
と
協

力
し
て
、
よ
り
一
層
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た｢

子
ど
も
の
命
を
守
る｣

こ
と
を
第
一

に
、
私
立
幼
稚
園
に
お
け
る
園
舎
等
の
耐
震

化
を
よ
り
一
層
進
め
る
た
め
の
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
幼
稚
園
施
設
の
耐
震
化
率
は
、
26
年
度
末

で
は
95.3
％
（
暫
定
値
）
で
あ
り
ま
す
。
未
耐

震
施
設
の
あ
る
幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、

幼
稚
園
ご
と
実
施
困
難
な
要
因
は
様
々
だ
と

思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
図
れ
る

か
一
緒
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
私
学
振
興
課
の
職
員
一
同
、

皆
様
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
私
立
幼

稚
園
の
振
興
、
発
展
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幼
児
期
か
ら
の
地
域
に
お
け
る
人
づ
く
り

静
岡
県
私
学
振
興
課
長伏

見 

光
博

第63回

　

一
般
社
団
法
人
静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会

の
第
63
回
定
時
総
会
が
、5
月
25
日（
月
）ホ
テ
ル

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
107
名
の
会
員
が
出
席
し
、静

岡
県
文
化
・
観
光
部
長
西
田
郁
夫
様
、同
総
合
教
育

局
長
鈴
木
一
吉
様
、同
私
学
振
興
課
長
伏
見
光
博
様

を
お
迎
え
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、相
田
芳
久
理
事
長
の
新
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
た
現
状
や
幼
児
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を

目
指
す
熱
意
に
み
ち
た
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
、春
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を

受
賞
さ
れ
た
振
興
協
会
顧
問 
元
静
岡
豊
田
幼
稚
園

園
長
宮
下
ち
づ
子
先
生
の
紹
介
が
あ
り
、引
き
続

き
、教
育
振
興
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
て
い
る

方
々
へ
の
表
彰
に
移
り
ま
し
た
。県
文
化
・
観
光
部

長
西
田
郁
夫
様
か
ら
は
私
立
学
校
教
育
振
興
功
労

知
事
表
彰
状
が
、ま
た
相
田
理
事
長
か
ら
は
理
事

長
・
設
置
者
、園
長
永
年
勤
続
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

る
と
、受
賞
者
の
功
績
に
会
場
か

ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、県
知
事
の
お
祝
辞
を

県
文
化
・
観
光
部
長
西
田
郁
夫
様

が
代
読
さ
れ
、総
会
は
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

　
議
長
と
な
っ
た
相
田
理
事
長
の

進
行
で
議
事
は
進
み
、第
1
号
議

案「
平
成
26
年
度
事
業
報
告
及
び

財
務
状
況
報
告
」が
原
案
ど
お
り

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
報
告
事
項
と
し
て
会
員
の
退
会
に
つ
い
て
１

園
の
退
会
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　■ 

川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
の
祝
辞

　　
一
般
社
団
法
人
静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会

第
63
回
定
時
総
会
の
開
催
に
当
た
り
、一
言
お
祝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
、多
数
の
皆
様
の
御
出
席
の
も
と
、こ
の
よ
う

に
盛
大
に
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
件
の
私
立
幼
稚
園
教
育
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、日
ご
ろ
よ
り
、私
立
幼
稚
園
振
興
協
会
の
役
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、関
係
の
皆
様
方
に
多
大
な
る
御

尽
力
を
い
た
だ
き
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、永
年
に
わ
た
る
私
立
幼
稚
園
教
育
の
発
展

へ
の
御
尽
力
及
び
そ
の
御
功
績
に
よ
り
、叙
勲
の
栄

に
浴
さ
れ
た
宮
下
ち
づ
子
先
生
を
は
じ
め
、栄
え
あ

る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、冨
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
続
き
、

本
県
の
韮
山
反
射
炉
を
含
む
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
の
登
録
が
見
込
ま
れ
る
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
県
は
、こ
れ
ら
の
世
界
的
な

文
化
遺
産
を
は
じ
め
、世
界
農
業

遺
産
で
あ
る「
茶
草
場
農
法
」や

無
形
文
化
遺
産
「
和
食
」
な
ど

様
々
な
分
野
に
お
い
て「
世
界
ク

ラ
ス
の
資
源
」に
恵
ま
れ
て
お
り
、

県
内
の
子
ど
も
達
が
、こ
れ
ら「
世

界
ク
ラ
ス
の
資
源
」に
幼
児
期
か

ら
触
れ
る
こ
と
で
、地
域
に
愛
着

と
関
心
を
持
ち
、地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
が
育
成

さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
は
子
ど
も
達
が
初
め
て
出
会
う
学
校
で

あ
り
ま
す
。皆
様
方
が
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
幼
児
期

の
教
育
は
、生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培

う
も
の
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、本
県
の
恵
ま
れ
た

環
境
の
中
で
、そ
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
4
月
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、認
定
こ
ど
も
園
、幼
稚
園
と

運
営
形
態
は
様
々
と
な
っ
て
も
、皆
様
の
建
学
の
精

神
に
沿
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
方
針
に
基
づ
き
、私

学
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
を
実
践
さ
れ
、県
民

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
応
え
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、皆
様
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
質
の
高
い
教
育
を
提
供
で
き
る
よ
う
、引
き
続
き
、

私
学
教
育
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、一
般
社
団
法
人
静
岡
県
私
立
幼

稚
園
振
興
協
会
並
び
に
各
私
立
幼
稚
園
の
益
々
の

御
発
展
と
、御
出
席
の
皆
様
方
の
御
健
勝
、御
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

2



理
事
長・設
置
者
、園
長

　『
自
然
体
験
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
及
び
対
処
方
法
に
つ
い

て
』

　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
／
日
向
崇
紹
氏

　
　
　
　
　

　日
向
先
生
は
、

『
事
故
は
必
ず
起

き
る
』　
そ
し
て
、

（
予
測
で
き
る
事

故
）と（
予
測
で

き
な
い
事
故
）の
2
種
類
の
事
故
が
あ
る
こ
と
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
測
で
き
る
事
故
に
つ
い
て
は
、人
為
的
・
組

織
的
・
環
境
的
エ
ラ
ー
に
よ
り
発
生
す
る
。エ
ラ

ー
を
少
な
く
す
る
為
に
は
、そ
の
日
の
最
初
の
出

会
い
が
大
切
。参
加
者
の
荷
物
の
お
き
方
・
活
動

に
あ
っ
た
服
装
・
身
だ
し
な
み
・
言
葉
づ
か
い
・
表

情
・
立
居
振
る
舞
い
を
観
察
し
て
、複
数
の
視
点

や
人
に
よ
り
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
大

切
に
な
る
。そ
れ
が
、事
故
を
事
件
に
発
展
さ
せ

な
い
為
の
基
本
と
な
り
、指
導
者
同
士
の
接
し

方
や
様
子
・
雰
囲
気
が
参
加
者
に
伝
わ
り
合
意

形
成
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、異

常
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
も
安
全
な
状
態
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
。

　
自
然
体
験
を
企
画
す
る
と
き
は
、事
故
や
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
発
生
防
止
の
た
め
に
、『
企
画
書
の

作
成
↓
危
険
予
知
訓
練
を
含
め
た
打
合
せ
↓
現

地
下
見
↓
当
日
の
打
合
せ
と
下
見
↓
実
施
後
の

振
り
返
り
』が
大
切
に
な
る
。ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の

報
告
の
積
み
上
げ
が
、結
果
的
に
組
織
の
財
産

に
な
る
。独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、常
に
改
善
チ
ェ

ッ
ク
し
て
複
雑
に
し
な
い
こ
と
。参
加
者

と
ス
タ
ッ
フ
の
名
簿
、事
故
記
録
用
紙
、保

険
証
の
所
持
、当
日
の
救
急
機
関
の
確
認
、

連
絡
通
信
機
器
の
点
検
は
必
ず
し
て
お

く
こ
と
。

　
救
急
用
品
に
は
、水
500
㎖(

出
血
時
等

に
も
大
事)

、ポ
イ
ズ
ン
リ
ム
ー
バ
、手
袋
、

眼
鏡
や
服
装
の
バ
リ
ア
、物
理
的
処
理
の

道
具
、ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
時
期
や
場
所
に

よ
っ
て
追
加
す
る
も
の
が
な
い
か
適
時
調

べ
る
こ
と
。熱
中
症
は
6
月
か
ら
9
月
に
起
こ
り

や
く
、日
陰
で
風
通
し
の
よ
い
所
で
衣
服
を
緩
め
、

体
に
水
を
か
け
て
団
扇
な
ど
で
扇
ぎ
水
分
補
給

す
る
こ
と
。さ
ら
に
、危
険
な
動
物
や
虫
と
植
物

の
理
解
と
対
処
の
方
法
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、乳
幼
児
の
屋
外
で
の
対
処
に
つ
い
て
、

子
ど
も(

細
い
気
道
と
大
き
な
舌
・
血
液
の
量
が

少
な
い
・
身
体
に
比
べ
頭
が
大
き
い
・
皮
膚
が
薄

く
て
皮
下
脂
肪
が
少
な
い)

の
代
償
作
用
は
大
人

よ
り
も
強
く
働
く
が
、急
激
に
低
下
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
。

　
事
故
発
生
か
ら
状
況
評
価
、自
分
の
安
全
、救

命(

傷
病
者
の
チ
ェ
ッ
ク
記
録)

、処
置
、情
報
収

集
と
経
過
の
把
握
を
す
る
。救
護
者
の
安
全
第
一

に
、血
液(

体
液)

、唾
液
、嘔
吐
物
に
触
れ
な
い
で

対
処
を
す
る
。速
や
か
な
判
断
と
的
確
な
連
絡
。

出
来
る
こ
と
は
応
急
処
置
を
し
て
、医
療
機
関
へ

の
輸
送
と
意
識
レ
ベ
ル
の
確
認
を
す
る
こ
と（
出

来
な
い
こ
と
は
、自
分
で
は
し
な
い
こ
と
）を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　『心
根
を
育
て
る
』
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

講
師
／
塚
本
こ
な
み
氏

　
　（公
財
）浜
松
市
花
み
ど
り
振
興
財
団
理
事
長

　
　
日
本
初
の
女
性
樹
木
医
で
あ
る
ご
自
身
の
経

験
を
基
に
、あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
・
は
ま

ま
つ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
の
来
園
者
と
の
出
来

事
等
を
交
え
な
が
ら
、そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た

子
育
て
論
に
つ
い
て
、多
く
の
写
真
と
共
に
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
初
め
に
手
が
け
た
大
き
な
仕
事
は
、栃
木
県

足
利
市
の
大
き
な
４
本
の
藤
の
木
の
移
植
で
し

た
。幹
が
直
径
１
メ
ー
ト
ル
、根
は
半
径
100
メ

ー
ト
ル
も
あ
り
、誰
も
が
移
植
は
無
理
だ
ろ
う

と
考
え
、仕
事
を
引
き
受
け
る
人
が
い
な
か
っ

た
仕
事
で
し
た
。と
り
か
か
る
と
や
は
り
難
航

続
き
で
、枝
や
幹
が
ど
ん
ど
ん
腐
っ
て
い
き
ま

し
た
。悩
み
、試
行
錯
誤
す
る
中
で
、先
人
が
語

っ
た「
枝
葉
の
症
状
す
べ
て
根
に
あ
り
」と
い
う

こ
と
を
改
め
て
樹
木
か
ら
学
び
ま
し
た
。そ
し

て
、根
本
、根
気
、根
幹
な
ど
い
ろ
ん
な
言
葉
に

《
根
》が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、根
が
い
い
と

木
が
き
ち
ん
と
育
つ
と
い
う
事
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、子
育
て
に
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
。そ

の
根
を
育
て
る
た
め
の
土
の
環
境
は
、家
庭
環

境
に
な
り
ま
す
。そ
の
中
で
も
、夫
婦
仲
が
良
い

こ
と
が
１
番
大
切
で
す
。嫌
な
時
で
も
子
ど
も

の
た
め
に
、パ
ー
ト
ナ
ー
と「
お
は
よ
う
」「
た
だ

い
ま
」な
ど
の
挨
拶
を
し
て
、必
要
な
時
は
き
ち

ん
と
話
し
を
す
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
す
。こ

れ
が
、社
会
・
学
校
・
友
達
と
の
関
係
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、大
好
き
な
坂
村
真
民『
一
本
の
道

を
』の
中
の《
彼
ら（
草
木
）は
と
き
が
く
れ
ば
花

を
咲
か
せ
　
実
を
み
の
ら
せ
　
じ
ぶ
ん
を
完
成

さ
せ
る
　
そ
れ
に
く
ら
べ
て
人
間
は
　
何
一
つ

し
な
い
で
終
わ
る
も
の
も
い
る
　
木
に
学
べ
　

草
に
習
え
と
》

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
紹
介
し
て
講
演
を
閉
じ
ら

れ
ま
し
た
。

『
学
校
法
人
会
計
基
準
の

改
正
に
つ
い
て
』

　
　
　
　
　
　

 

講
師
／
古
郡
芳
和
氏

　
　
　

            

　

 （
古
郡
公
認
会
計
士
事
務
所
）

　
平
成
28
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
学
校
法

人
会
計
基
準
の
改
正
に
つ
い
て
の
説
明
を
古
郡

公
認
会
計
士

に
し
て
い
た

だ
い
た
。今
回

の
改
正
は「
私

立
学
校
の
特

性
を
踏
ま
え
、

そ
の
財
政
基

盤
の
安
定
を

図
り
、私
学
助

成
を
受
け
る

学
校
法
人
が
適
正
な
会
計
処
理
を
行
う
た
め

の
、統
一
的
な
会
計
処
理
の
基
準
と
し
て
の
学

校
法
人
会
計
基
準
の
仕
組
み
は
引
き
続
き
維

持
す
る
」と
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、基
本
的
に

会
計
処
理
は
変
更
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
一
方
で「
学
校
法
人
会
計
の
作
成
す
る
計
算

書
類
等
の
内
容
が
よ
り
一
般
的
に
分
か
り
や
す

く
、か
つ
的
確
に
学
校
法
人
の
財
政
及
び
経
営

の
状
況
を
把
握
で
き
る
も
の
と
な
る
よ
う
、改

善
・
充
実
を
図
る
」と
し
た
。特
に「
社
会
か
ら
一

層
求
め
ら
れ
て
い
る
説
明
責
任
を
的
確
に
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
」と
し
、ま
た

「
学
校
法
人
の
適
切
な
経
営
判
断
に
一
層
資
す

る
も
の
と
す
る
」と
し
て
い
る
。こ
の
た
め
、計
算

書
類
の
様
式
は
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
る
。主

な
改
正
点
は
、資
金
収
支
計
算
書
の
一
部
変
更

と
活
動
区
分
資
金
収
支
計
算
書
が
新
設
さ
れ

た
。ま
た
消
費
収
支
計
算
書
は
、事
業
活
動
収

支
計
算
書
と
名
称
と
書
式
が
変
更
さ
れ
、貸
借

対
照
表
は
一
部
が
変
更
さ
れ
た
。ま
た
、情
報
公

開
に
つ
い
て
も
財
務
情
報
の
書
式
が
変
更
さ
れ

た
。今
回
新
設
さ
れ
た
活
動
区
分
資
金

収
支
計
算
書
も
公
開
の
対
象
と
な
っ
た
。

今
回
の
改
正
で
経
営
者
に
と
っ
て
自
分
の

経
営
の
良
し
悪
し
を
判
断
し
や
す
い
計

算
書
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。煩
雑
な
学

校
会
計
の
改
正
点
を
、よ
り
解
り
易
く

説
明
し
て
頂
き
、大
き
な
拍
手
の
中
閉
講

し
た
。

　

『
子
ど
も・子
育
て
支
援
制
度
と
幼

児
教
育
の
今
後
』

　
　
　
　
　
　

      

講
師
／
無
藤 

隆
氏

　
　
　

                     （
白
梅
学
園
大
学
教
授
）

　
4
月
か
ら
施
行
し
た
新
制
度
や
幼
児
教
育

の
根
本
に
つ
い
て
、雑
誌「
発
達
」の
概
要
と
実

例
に
照
ら
し
な
が
ら
、無
藤
先
生
か
ら
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。先
生
は
、新
制
度
が
施
行
さ

れ
て
の
一
年
目
、市
町
村
の
財
政
状
況
や
、乳
幼

児
人
口
の
分
布
に
違
い
も
あ
り
、待
機
児
童
の

解
消
を
目
的
と
し
た
量
の
拡

充
と
は
裏
腹
に
、少
子
化
に
よ

る
幼
保
の
統
廃
合
の
問
題
や

定
員
割
れ
を
始
め
る
地
域
も

あ
る
こ
と
等
を
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
が
運

営
上
、園
児
を
確
保
す
る
基
盤

を
築
く
上
で
は
有
利
で
あ
り
、

向
こ
う
5
年
間
の
う
ち
に
幼
保
連
携
型
で
あ
れ
、

幼
稚
園
型
で
あ
れ
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
て

い
く
こ
と
が
無
難
で
は
な
い
か
と
の
見
解
も
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
上
で
全
日
本
幼
児
教
育

連
合
会
が
推
し
進
め
る
幼
児
教
育
振
興
法
の

法
制
化
の
動
き
や
、目
的
、そ
れ
に
伴
う
体
制
の

整
備
や
幼
児
教
育
無
償
化
の
機
運
も
高
ま
れ

ば
良
い
と
の
こ
と
で
す
。

 

今
後
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た
場
合
に
、

「
保
育
」と「
教
育
」と
い
う
言
葉
の
意
味
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
も
、富
士

山
モ
デ
ル
と
い
う
先
生
独
自
の
構
造
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。幼
稚
園
に
も
保
育
所
に
も

略
語
と
し
て
の「
保
育
」及
び「
教
育
」が
あ
り
、

幼
稚
園
の
良
さ
と
し
て
は
、養
護
と
教
育
と
し

て
の「
保
育
」を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
、そ
の

上
に
成
り
立
つ
学
校
教
育
と
し
て
の「
教
育
」が

あ
る
こ
と
、小
学
校
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
見

地
か
ら
も
、義
務
教
育
及
び
そ
の
後
の
教
育
の

基
礎
を
培
う
も
の
と
し
て
の
幼
児
教
育
が
あ
る
。

更
に
よ
り
専
門
家
と
し
て
の
資
質
を
高
め
て
い

く
研
修
体
制
に
お
い
て
も
幼
稚
園
に
一
日
の
長

が
あ
る
こ
と
を
、保
育
所

と
の
対
比
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。保
育
所
も

幼
稚
園
に
近
づ
い
て
き
て

は
い
る
が
、更
に
こ
れ
を

推
し
進
め
る
方
向
で
新

し
い
制
度
が
整
備
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

研
修
1

研
修
2

ひ
ゅ
う
が
た
か
つ
ぐ

研
修
3

研
修
4

合
同
研
修
会
報
告

　

平
成
27
年
６
月
４
日(

木)

及
び
５
日(

金)

、グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
に
お
い
て
、

県
内
全
域
の
私
立
幼
稚
園
か
ら
160
名
が

出
席
し
、平
成
27
年
度
理
事
長
・
設
置
者
、

園
長
合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
理
事
長
・

設
置
者
、園
長
等
が
一
堂
に
会
し
て
、こ

れ
か
ら
の
幼
稚

園
の
あ
り
か
た
、

地
域
に
果
た
す

役
割
な
ど
を
考

え
、更
な
る
資
質

向
上
を
図
る
た

め
、い
く
つ
か
の

テ
ー
マ
で
各
講

師
か
ら
講
義
を

受
け
ま
し
た
。

3



理
事
長・設
置
者
、園
長

　『
自
然
体
験
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
及
び
対
処
方
法
に
つ
い

て
』

　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
／
日
向
崇
紹
氏

　
　
　
　
　

　日
向
先
生
は
、

『
事
故
は
必
ず
起

き
る
』　
そ
し
て
、

（
予
測
で
き
る
事

故
）と（
予
測
で

き
な
い
事
故
）の
2
種
類
の
事
故
が
あ
る
こ
と
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
測
で
き
る
事
故
に
つ
い
て
は
、人
為
的
・
組

織
的
・
環
境
的
エ
ラ
ー
に
よ
り
発
生
す
る
。エ
ラ

ー
を
少
な
く
す
る
為
に
は
、そ
の
日
の
最
初
の
出

会
い
が
大
切
。参
加
者
の
荷
物
の
お
き
方
・
活
動

に
あ
っ
た
服
装
・
身
だ
し
な
み
・
言
葉
づ
か
い
・
表

情
・
立
居
振
る
舞
い
を
観
察
し
て
、複
数
の
視
点

や
人
に
よ
り
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
大

切
に
な
る
。そ
れ
が
、事
故
を
事
件
に
発
展
さ
せ

な
い
為
の
基
本
と
な
り
、指
導
者
同
士
の
接
し

方
や
様
子
・
雰
囲
気
が
参
加
者
に
伝
わ
り
合
意

形
成
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、異

常
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
も
安
全
な
状
態
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
。

　
自
然
体
験
を
企
画
す
る
と
き
は
、事
故
や
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
発
生
防
止
の
た
め
に
、『
企
画
書
の

作
成
↓
危
険
予
知
訓
練
を
含
め
た
打
合
せ
↓
現

地
下
見
↓
当
日
の
打
合
せ
と
下
見
↓
実
施
後
の

振
り
返
り
』が
大
切
に
な
る
。ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の

報
告
の
積
み
上
げ
が
、結
果
的
に
組
織
の
財
産

に
な
る
。独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、常
に
改
善
チ
ェ

ッ
ク
し
て
複
雑
に
し
な
い
こ
と
。参
加
者

と
ス
タ
ッ
フ
の
名
簿
、事
故
記
録
用
紙
、保

険
証
の
所
持
、当
日
の
救
急
機
関
の
確
認
、

連
絡
通
信
機
器
の
点
検
は
必
ず
し
て
お

く
こ
と
。

　
救
急
用
品
に
は
、水
500
㎖(

出
血
時
等

に
も
大
事)

、ポ
イ
ズ
ン
リ
ム
ー
バ
、手
袋
、

眼
鏡
や
服
装
の
バ
リ
ア
、物
理
的
処
理
の

道
具
、ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
時
期
や
場
所
に

よ
っ
て
追
加
す
る
も
の
が
な
い
か
適
時
調

べ
る
こ
と
。熱
中
症
は
6
月
か
ら
9
月
に
起
こ
り

や
く
、日
陰
で
風
通
し
の
よ
い
所
で
衣
服
を
緩
め
、

体
に
水
を
か
け
て
団
扇
な
ど
で
扇
ぎ
水
分
補
給

す
る
こ
と
。さ
ら
に
、危
険
な
動
物
や
虫
と
植
物

の
理
解
と
対
処
の
方
法
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、乳
幼
児
の
屋
外
で
の
対
処
に
つ
い
て
、

子
ど
も(

細
い
気
道
と
大
き
な
舌
・
血
液
の
量
が

少
な
い
・
身
体
に
比
べ
頭
が
大
き
い
・
皮
膚
が
薄

く
て
皮
下
脂
肪
が
少
な
い)

の
代
償
作
用
は
大
人

よ
り
も
強
く
働
く
が
、急
激
に
低
下
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
。

　
事
故
発
生
か
ら
状
況
評
価
、自
分
の
安
全
、救

命(

傷
病
者
の
チ
ェ
ッ
ク
記
録)

、処
置
、情
報
収

集
と
経
過
の
把
握
を
す
る
。救
護
者
の
安
全
第
一

に
、血
液(

体
液)

、唾
液
、嘔
吐
物
に
触
れ
な
い
で

対
処
を
す
る
。速
や
か
な
判
断
と
的
確
な
連
絡
。

出
来
る
こ
と
は
応
急
処
置
を
し
て
、医
療
機
関
へ

の
輸
送
と
意
識
レ
ベ
ル
の
確
認
を
す
る
こ
と（
出

来
な
い
こ
と
は
、自
分
で
は
し
な
い
こ
と
）を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　『心
根
を
育
て
る
』
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

講
師
／
塚
本
こ
な
み
氏

　
　（公
財
）浜
松
市
花
み
ど
り
振
興
財
団
理
事
長

　
　
日
本
初
の
女
性
樹
木
医
で
あ
る
ご
自
身
の
経

験
を
基
に
、あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
・
は
ま

ま
つ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
の
来
園
者
と
の
出
来

事
等
を
交
え
な
が
ら
、そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た

子
育
て
論
に
つ
い
て
、多
く
の
写
真
と
共
に
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
初
め
に
手
が
け
た
大
き
な
仕
事
は
、栃
木
県

足
利
市
の
大
き
な
４
本
の
藤
の
木
の
移
植
で
し

た
。幹
が
直
径
１
メ
ー
ト
ル
、根
は
半
径
100
メ

ー
ト
ル
も
あ
り
、誰
も
が
移
植
は
無
理
だ
ろ
う

と
考
え
、仕
事
を
引
き
受
け
る
人
が
い
な
か
っ

た
仕
事
で
し
た
。と
り
か
か
る
と
や
は
り
難
航

続
き
で
、枝
や
幹
が
ど
ん
ど
ん
腐
っ
て
い
き
ま

し
た
。悩
み
、試
行
錯
誤
す
る
中
で
、先
人
が
語

っ
た「
枝
葉
の
症
状
す
べ
て
根
に
あ
り
」と
い
う

こ
と
を
改
め
て
樹
木
か
ら
学
び
ま
し
た
。そ
し

て
、根
本
、根
気
、根
幹
な
ど
い
ろ
ん
な
言
葉
に

《
根
》が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、根
が
い
い
と

木
が
き
ち
ん
と
育
つ
と
い
う
事
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、子
育
て
に
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
。そ

の
根
を
育
て
る
た
め
の
土
の
環
境
は
、家
庭
環

境
に
な
り
ま
す
。そ
の
中
で
も
、夫
婦
仲
が
良
い

こ
と
が
１
番
大
切
で
す
。嫌
な
時
で
も
子
ど
も

の
た
め
に
、パ
ー
ト
ナ
ー
と「
お
は
よ
う
」「
た
だ

い
ま
」な
ど
の
挨
拶
を
し
て
、必
要
な
時
は
き
ち

ん
と
話
し
を
す
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
す
。こ

れ
が
、社
会
・
学
校
・
友
達
と
の
関
係
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、大
好
き
な
坂
村
真
民『
一
本
の
道

を
』の
中
の《
彼
ら（
草
木
）は
と
き
が
く
れ
ば
花

を
咲
か
せ
　
実
を
み
の
ら
せ
　
じ
ぶ
ん
を
完
成

さ
せ
る
　
そ
れ
に
く
ら
べ
て
人
間
は
　
何
一
つ

し
な
い
で
終
わ
る
も
の
も
い
る
　
木
に
学
べ
　

草
に
習
え
と
》

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
紹
介
し
て
講
演
を
閉
じ
ら

れ
ま
し
た
。

『
学
校
法
人
会
計
基
準
の

改
正
に
つ
い
て
』

　
　
　
　
　
　

 

講
師
／
古
郡
芳
和
氏

　
　
　

            

　

 （
古
郡
公
認
会
計
士
事
務
所
）

　
平
成
28
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
学
校
法

人
会
計
基
準
の
改
正
に
つ
い
て
の
説
明
を
古
郡

公
認
会
計
士

に
し
て
い
た

だ
い
た
。今
回

の
改
正
は「
私

立
学
校
の
特

性
を
踏
ま
え
、

そ
の
財
政
基

盤
の
安
定
を

図
り
、私
学
助

成
を
受
け
る

学
校
法
人
が
適
正
な
会
計
処
理
を
行
う
た
め

の
、統
一
的
な
会
計
処
理
の
基
準
と
し
て
の
学

校
法
人
会
計
基
準
の
仕
組
み
は
引
き
続
き
維

持
す
る
」と
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、基
本
的
に

会
計
処
理
は
変
更
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
一
方
で「
学
校
法
人
会
計
の
作
成
す
る
計
算

書
類
等
の
内
容
が
よ
り
一
般
的
に
分
か
り
や
す

く
、か
つ
的
確
に
学
校
法
人
の
財
政
及
び
経
営

の
状
況
を
把
握
で
き
る
も
の
と
な
る
よ
う
、改

善
・
充
実
を
図
る
」と
し
た
。特
に「
社
会
か
ら
一

層
求
め
ら
れ
て
い
る
説
明
責
任
を
的
確
に
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
」と
し
、ま
た

「
学
校
法
人
の
適
切
な
経
営
判
断
に
一
層
資
す

る
も
の
と
す
る
」と
し
て
い
る
。こ
の
た
め
、計
算

書
類
の
様
式
は
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
る
。主

な
改
正
点
は
、資
金
収
支
計
算
書
の
一
部
変
更

と
活
動
区
分
資
金
収
支
計
算
書
が
新
設
さ
れ

た
。ま
た
消
費
収
支
計
算
書
は
、事
業
活
動
収

支
計
算
書
と
名
称
と
書
式
が
変
更
さ
れ
、貸
借

対
照
表
は
一
部
が
変
更
さ
れ
た
。ま
た
、情
報
公

開
に
つ
い
て
も
財
務
情
報
の
書
式
が
変
更
さ
れ

た
。今
回
新
設
さ
れ
た
活
動
区
分
資
金

収
支
計
算
書
も
公
開
の
対
象
と
な
っ
た
。

今
回
の
改
正
で
経
営
者
に
と
っ
て
自
分
の

経
営
の
良
し
悪
し
を
判
断
し
や
す
い
計

算
書
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。煩
雑
な
学

校
会
計
の
改
正
点
を
、よ
り
解
り
易
く

説
明
し
て
頂
き
、大
き
な
拍
手
の
中
閉
講

し
た
。

　

『
子
ど
も・子
育
て
支
援
制
度
と
幼

児
教
育
の
今
後
』

　
　
　
　
　
　

      

講
師
／
無
藤 

隆
氏

　
　
　

                     （
白
梅
学
園
大
学
教
授
）

　
4
月
か
ら
施
行
し
た
新
制
度
や
幼
児
教
育

の
根
本
に
つ
い
て
、雑
誌「
発
達
」の
概
要
と
実

例
に
照
ら
し
な
が
ら
、無
藤
先
生
か
ら
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。先
生
は
、新
制
度
が
施
行
さ

れ
て
の
一
年
目
、市
町
村
の
財
政
状
況
や
、乳
幼

児
人
口
の
分
布
に
違
い
も
あ
り
、待
機
児
童
の

解
消
を
目
的
と
し
た
量
の
拡

充
と
は
裏
腹
に
、少
子
化
に
よ

る
幼
保
の
統
廃
合
の
問
題
や

定
員
割
れ
を
始
め
る
地
域
も

あ
る
こ
と
等
を
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
が
運

営
上
、園
児
を
確
保
す
る
基
盤

を
築
く
上
で
は
有
利
で
あ
り
、

向
こ
う
5
年
間
の
う
ち
に
幼
保
連
携
型
で
あ
れ
、

幼
稚
園
型
で
あ
れ
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
て

い
く
こ
と
が
無
難
で
は
な
い
か
と
の
見
解
も
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
上
で
全
日
本
幼
児
教
育

連
合
会
が
推
し
進
め
る
幼
児
教
育
振
興
法
の

法
制
化
の
動
き
や
、目
的
、そ
れ
に
伴
う
体
制
の

整
備
や
幼
児
教
育
無
償
化
の
機
運
も
高
ま
れ

ば
良
い
と
の
こ
と
で
す
。

 

今
後
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た
場
合
に
、

「
保
育
」と「
教
育
」と
い
う
言
葉
の
意
味
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
も
、富
士

山
モ
デ
ル
と
い
う
先
生
独
自
の
構
造
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。幼
稚
園
に
も
保
育
所
に
も

略
語
と
し
て
の「
保
育
」及
び「
教
育
」が
あ
り
、

幼
稚
園
の
良
さ
と
し
て
は
、養
護
と
教
育
と
し

て
の「
保
育
」を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
、そ
の

上
に
成
り
立
つ
学
校
教
育
と
し
て
の「
教
育
」が

あ
る
こ
と
、小
学
校
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
見

地
か
ら
も
、義
務
教
育
及
び
そ
の
後
の
教
育
の

基
礎
を
培
う
も
の
と
し
て
の
幼
児
教
育
が
あ
る
。

更
に
よ
り
専
門
家
と
し
て
の
資
質
を
高
め
て
い

く
研
修
体
制
に
お
い
て
も
幼
稚
園
に
一
日
の
長

が
あ
る
こ
と
を
、保
育
所

と
の
対
比
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。保
育
所
も

幼
稚
園
に
近
づ
い
て
き
て

は
い
る
が
、更
に
こ
れ
を

推
し
進
め
る
方
向
で
新

し
い
制
度
が
整
備
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

研
修
1

研
修
2

ひ
ゅ
う
が
た
か
つ
ぐ

研
修
3

研
修
4

合
同
研
修
会
報
告

　

平
成
27
年
６
月
４
日(

木)

及
び
５
日(

金)

、グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
に
お
い
て
、

県
内
全
域
の
私
立
幼
稚
園
か
ら
160
名
が

出
席
し
、平
成
27
年
度
理
事
長
・
設
置
者
、

園
長
合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
理
事
長
・

設
置
者
、園
長
等
が
一
堂
に
会
し
て
、こ

れ
か
ら
の
幼
稚

園
の
あ
り
か
た
、

地
域
に
果
た
す

役
割
な
ど
を
考

え
、更
な
る
資
質

向
上
を
図
る
た

め
、い
く
つ
か
の

テ
ー
マ
で
各
講

師
か
ら
講
義
を

受
け
ま
し
た
。

4



認定こども園訪問認定こども園訪問

　「
ア
ト
リ
エ
」：
自
分
を
表
現
す
る
時
間
を

　

　ゆ
っ
く
り
過
ご
す
空
間

　ア
ト
リ
エ
や
園
舎
・
園
庭
で
大
好
き
な

　「こ
と
」や「
も
の
」を
見
つ
け
よ
う

　「
建
築
を
準
備
す
る
途
中
で
眠
れ
な
い
日
も

あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
努
力
し
て
夢
を
実
現

さ
せ
た
い
、信
念
で
生
き
た
い
、子
ど
も
達
を
信

じ
た
い
。確
信
の
中
で
建
築
を
進
め
て
き
ま
し

た
。」と
語
ら
れ
た
。

★
認
定
こ
ど
も
園
建
設
の
た
め
に
必
要
な
土
地

の
手
当
て
や
資
金
面
は
ど
う
で
し
た
か
？

　
土
地
の
確
保
は
既
に
で
き
て
い
た
。園
舎
園

庭
に
関
し
て
の
総
工
費
は
約
3
億
5
千
万
円
。

そ
の
内
補
助
金
は
約
2
億
円
、
手
持
ち
5
千
万

円
と
1
億
円
の
借
入
で
対
応
し
た
。1
年
目
は

ま
だ
定
員
に
欠
員
が
あ
る
為
、
運
営
面
で
の
厳

し
さ
が
あ
る
。

★
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園
し
て
良
か
っ
た

事
は
何
で
す
か
？

　
自
由（
創
造
）保
育
主
体
の
活
動
を
し
て
い
る

の
で
、新
園
舎
の
環
境
は
教
師
共
々
、自
由
に
子

ど
も
の
活
動
に
対
応
が
出
来
良
か
っ
た
。保
育

室
が
個
建
て
空
間
と
し
て
独
立
し
て
い
る
の
で

　
沼
津
市
で
新
制
度
移
行
第
1
号
と
し
て
幼
保

連
携
型
の
認
可
を
受
け
、
平
成
27
年
4
月
よ
り

新
た
な
運
営
を
展
開
し
て
い
る
、
沼
津
市
大
塚

の
学
校
法
人
沼
津
頌
栄
学
園
認
定
こ
ど
も
園

し
ょ
う
え
い
幼
稚
園
を
5
月
13
日（
水
）に
訪
問

し
た
。お
出
迎
え
お
話
を
し
て
下
さ
っ
た
の
は
、

し
ょ
う
え
い
幼
稚
園
理
事
長
・
園
長
の
石
川
望

先
生
で
す
。

　「
よ
う
こ
そ
!!
小
さ
な
し
ょ
う
え
い
村
へ
」と

オ
レ
ン
ジ
色
の
三
角
屋
根
の
新
園
舎
に
誘
わ

れ
、雰
囲
気
の
あ
る
門
扉
を
潜
る
と
、小
高
い
丘

や
ア
ヒ
ル
が
泳
ぐ
小
川
が
流
れ
、
そ
の
先
に
ビ

オ
ト
ー
プ
が
あ
る
。大
木
の
周
り
に
は
植
栽
し

た
ば
か
り
の
若
木
が
「
私
た
ち
の
成
長
も
楽
し

み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
ん
ば
か
り

に
踊
っ
て
い
た
。子
ど
も
達
が
楽
し
め
る
で
あ

ろ
う
遊
具
、東
屋
が
点
在
し
て
い
る
。丘
に
は
芝

生
が
な
だ
ら
か
な
ス
ロ
ー
プ
を
作
り
、
遊
具
な

ど
に
も
階
段
を
使
わ
ず
に
自
然
な
動
線
を
大
切

に
し
て
い
た
。昭
和
30
年
頃
の
原
風
景
を
夢
見

て
設
計
を
し
た
と
話
さ
れ
て
い
た
。

★
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、
い
つ
頃
か
ら
開

園
の
準
備
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

　
沼
津
岳
南
教
会
が
母
体
で
あ
る
し
ょ
う
え
い

幼
稚
園
は
平
成
16
年
か
ら
1
・
2
歳
児
の
保
育

室
を
開
き
、
認
可
を
受
け
ず
に
運
営
を
し
て
い

た
経
緯
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、
平
成
24
年
、
幼
稚

園
理
事
会
に
お
い
て
、「
認
定
こ
ど
も
園
し
ょ
う

え
い
幼
稚
園
」へ
の
移
行
を
承
認
。平
成
26
年
3

月
、新
園
舎
の
建
築
開
始
。平
成
27
年
3
月
31
日

に
落
成
式
。開
園
ま
で
に
3
年
の
月
日
を
か
け
、

じ
っ
く
り
と
構
想
を
練
り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
園

長
先
生
の
魂
が
随
所
に
感
じ
と
れ
た
。

メ
リ
ハ
リ
を
持
っ
た
遊
び
が
楽

し
め
て
い
る
。特
に
絵
本
と
の

関
わ
り
と
し
て
、
図
書
室
の
空

間
遊
び
を
充
実
し
て
楽
し
め
て

い
る
の
も
嬉
し
い
こ
と
の
一
つ

で
あ
る
。

★
在
園
児
数
や
職
員
の
配
置
に

つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

　
定
員
は
132
名（
3
号
認
定
：
30

名
、
2
号
認
定
：
45
名
、
1
号
認

定
：
57
名
）、
在
園
児
数
は
119
名

（
3
号
認
定
：
32
名
、2
号
認
定
：

27
名
、1
号
認
定
：
60
名
）。

　
職
員
配
置
は
9
名
の
本
務
職

員
と
15
名
の
非
常
勤
職
員
の
シ

フ
ト
制
で
対
応
を
し
て
い
る
。毎
日
の
教
師
会

は
、
園
長
・
副
園
長
・
幼
児
部
担
任
6
名
・
乳

児
部
担
任
1
名
が
参
加
し
16
時
30
分
か
ら
行

う
。

★
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
事
務
が
煩
雑
に
な
っ
た
。保
護
者
か
ら
急
な

号
認
定
変
更
が
あ
っ
た
り
保
育
料
の
確
認
が

あ
っ
た
り
す
る
。幼
児
の
欠
員
が
あ
る
の
で
多

く
の
途
中
入
園
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
新
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
し

た
が
、
終
始
楽
し
そ
う
に
お
話
を
さ
れ
て
い
た

園
長
先
生
の
表
情
は
夢
に
向
か
い
な
が
ら
明
る

く
希
望
に
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

た
。お
忙
し
い
中
、丁
寧
な
ご
案
内
と
お
話
を
い

た
だ
き
と
て
も
楽
し
く
感
動
的
な
ひ
と
時
で
し

た
。心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

▼
育
児
が
つ
ら
い
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん

来
て
く
だ
さ
い

▼
静
か
に
聞
き
、
本
当
の
心
を
話
す
と
い

う
こ
と

▼
み
ん
な
の
笑
い
声
や
泣
く
声
が
聞
こ
え

る
と
い
う
こ
と

▼
今
の
ま
ま
の
自
分
で「
い
い
」と
思
え
る

場
所

おやこんぼ推進
プロジェクト
通信

おやこんぼ推進
プロジェクト
通信

　
み
な
さ
ん
は
毎
月
15
日
前
後
、
静
岡

新
聞
の
テ
レ
ビ
番
組
ペ
ー
ジ
に
お
や
こ

ん
ぼ
の
イ
ラ
ス
ト
が 

掲
載
さ
れ
て
い
る

の
を
ご
存
知
で
す
か
?

　
2
0
1
5
年
5
月
の
場
合
は
お
母
さ

ん
と
お
弁
当
を
持
っ
て
、
つ
つ
じ
の
咲

い
て
い
る
公
園
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
い
っ

た
可
愛
い
イ
ラ
ス
ト
で
す
。
こ
の
よ
う

に
そ
の
月
・
シ
ー
ズ
ン
に
あ
っ
た
イ
ラ

ス
ト
を
毎
回
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
キ
リ
マ
ハ
ル
ミ
先
生
が
考
え
て

下
さ
り
、
親
子
で
遊
べ
る
こ
と
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

キ
リ
マ
先
生
は
お
や
こ
ん
ぼ
の
企
画
当

初
か
ら
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
感
銘
を

受
け
て
、
小
さ
な
イ
ラ
ス
ト
に
ま
で
心

を
こ
め
て
描
い
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
た
親
子
が
優
し
い

気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
表
情

や
動
き
に
真
心
を
籠
め
て
描
か
れ
て
い

ま
す
。
お
や
こ
ん
ぼ
に
は
悪
者
は
い
ま

せ
ん
。
決
ま
っ
た
主
人
公
も
い
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
な
家
庭
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
子

を
描
き
続
け
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
お

や
こ
ん
ぼ
の
世
界
観
を
真
剣
に
考
え
て

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
ず
っ
と
崩
さ
ず
に
皆

さ
ん
に
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
生
活

を
過
ご
す
よ
う
に
提
案
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　
こ
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
の
中

の
イ
ラ
ス
ト
に
は
、
必
ず
キ
リ

マ
先
生
か
ら
サ
イ
ド
ス
ト
ー

リ
ー
が
つ
い
て
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
3
年
８
月

に
は
『
ね
ず
み
の
ち
ゅ
ー
ん
ぼ

は
、
パ
パ
と
キ
ャ
ン
プ
に
き
ま

し
た
。
川
遊
び
で
は
危
な
い
の

で
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
い

う
ベ
ス
ト
を
着
ま
し
た
。
海
と

違
っ
て
水
が
冷
た
く
て
、
気
持

ち
が
よ
か
っ
た
で
す
』
と
、
親
子
で
行

く
キ
ャ
ン
プ
を
勧
め
た
り
、
2
0
1
4

年
の
５
月
に
は
『
今
日
は
自
然
公
園
で
、

さ
る
ん
ぼ
家
族
と
お
に
ご
っ
こ
を
し
ま

し
た
。
マ
マ
か
ら
は
毛
虫
く
ん
に
注
意

す
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
緑
が
い
っ

ぱ
い
の
公
園
で
お
や
こ
ん
ぼ
で
き
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。
あ
れ
？
ち
ゅ
ー
ん
ぼ

も
来
て
い
た
よ
う
だ
け
ど
パ
パ
は
ど
こ

に
い
る
の
か
な
？
お
や
？
さ
る
ん
ぼ
の

後
ろ
に
い
る
の
は
だ
れ
か
な
？
』
と
、

三
家
族
で
楽
し
く
過
ご
す
提
案
も
あ
り

ま
す
。
2
0
1
4
年
の
８
月
に
は
『
ふ

む
ふ
む
、
今
回
も
よ

く
撮
れ
て
い
る
な
。

花
火
大
会
も
良
い
け

ど
、
今
度
は
家
族
で

線
香
花
火
で
も
し
た

い
な
〜
。
ね
〜
マ
マ
』

と
、
本
当
に
素
敵
な

デ
ザ
イ
ン
で
お
出
か

け
し
た
い
気
分
に
も

さ
せ
て
も
ら
え
ま

す
。

　
毎
月
こ
の
イ
ラ
ス

ト
と
サ
イ
ド
ス
ト
ー

リ
ー
は
幼
稚
園
協
会

か
ら
各
園
に
メ
ー
ル
で
配
信
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
イ
ラ
ス
ト
配
信
を
上
手
に

利
用
さ
れ
て
い
る
園
で
は
、
お
や
こ
ん

ぼ
デ
ー
前
日
や
当
日
に
イ
ラ
ス
ト
を
子

ど
も
達
に
見
や
す
い
大
き
さ
に
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
て
見
せ
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
に
季
節
の
遊
び
を
教
え
て
あ

げ
て
、
そ
れ
を
家
に
持
ち
帰
る
と
い
う

こ
と
も
素
晴
ら
し
い
事
で
す
ね
。
他
に

も
イ
ラ
ス
ト
を
園
バ
ス
や
園
の
門
な
ど

に
掲
示
し
て
、
お
や
こ
ん
ぼ
の
日
を
予

告
す
る
方
法
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
な
お
、
今
回
は
静
岡
新
聞
に
こ
ん
な

記
事
も
掲
載
さ
れ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

富
士
市
の
富
士
第
二
小
学
校
で
は
同
地

区
の
教
育
会
議
に
お
い
て
私
立
幼
稚
園

が
お
や
こ
ん
ぼ
と
い
う
活
動
を
さ
れ
て

い
る
の
を
聞
き
、
こ
の
春
か
ら
第
二
小

学
校
で
も
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
幼
稚
園
だ
け
で
な
く
引
き
続
き

小
学
校
で
も
親
子
の
時
間
を
大
切
に
す

る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
益
々

広
が
っ
て
い
く
《
お
や
こ
ん
ぼ
》。
皆
さ

ん
で
大
い
に
盛
り
上
げ
て
、
そ
の
結
果

子
ど
も
達
の
笑
顔
が
ド
ン
ド
ン
増
え
て

い
く
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
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ょ
う

え
い
幼
稚
園
」へ
の
移
行
を
承
認
。平
成
26
年
3

月
、新
園
舎
の
建
築
開
始
。平
成
27
年
3
月
31
日

に
落
成
式
。開
園
ま
で
に
3
年
の
月
日
を
か
け
、

じ
っ
く
り
と
構
想
を
練
り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
園

長
先
生
の
魂
が
随
所
に
感
じ
と
れ
た
。

メ
リ
ハ
リ
を
持
っ
た
遊
び
が
楽

し
め
て
い
る
。特
に
絵
本
と
の

関
わ
り
と
し
て
、
図
書
室
の
空

間
遊
び
を
充
実
し
て
楽
し
め
て

い
る
の
も
嬉
し
い
こ
と
の
一
つ

で
あ
る
。

★
在
園
児
数
や
職
員
の
配
置
に

つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

　
定
員
は
132
名（
3
号
認
定
：
30

名
、
2
号
認
定
：
45
名
、
1
号
認

定
：
57
名
）、
在
園
児
数
は
119
名

（
3
号
認
定
：
32
名
、2
号
認
定
：

27
名
、1
号
認
定
：
60
名
）。

　
職
員
配
置
は
9
名
の
本
務
職

員
と
15
名
の
非
常
勤
職
員
の
シ

フ
ト
制
で
対
応
を
し
て
い
る
。毎
日
の
教
師
会

は
、
園
長
・
副
園
長
・
幼
児
部
担
任
6
名
・
乳

児
部
担
任
1
名
が
参
加
し
16
時
30
分
か
ら
行

う
。

★
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
事
務
が
煩
雑
に
な
っ
た
。保
護
者
か
ら
急
な

号
認
定
変
更
が
あ
っ
た
り
保
育
料
の
確
認
が

あ
っ
た
り
す
る
。幼
児
の
欠
員
が
あ
る
の
で
多

く
の
途
中
入
園
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
新
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
し

た
が
、
終
始
楽
し
そ
う
に
お
話
を
さ
れ
て
い
た

園
長
先
生
の
表
情
は
夢
に
向
か
い
な
が
ら
明
る

く
希
望
に
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

た
。お
忙
し
い
中
、丁
寧
な
ご
案
内
と
お
話
を
い

た
だ
き
と
て
も
楽
し
く
感
動
的
な
ひ
と
時
で
し

た
。心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

▼
育
児
が
つ
ら
い
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん

来
て
く
だ
さ
い

▼
静
か
に
聞
き
、
本
当
の
心
を
話
す
と
い

う
こ
と

▼
み
ん
な
の
笑
い
声
や
泣
く
声
が
聞
こ
え

る
と
い
う
こ
と

▼
今
の
ま
ま
の
自
分
で「
い
い
」と
思
え
る

場
所

おやこんぼ推進
プロジェクト
通信

おやこんぼ推進
プロジェクト
通信

　
み
な
さ
ん
は
毎
月
15
日
前
後
、
静
岡

新
聞
の
テ
レ
ビ
番
組
ペ
ー
ジ
に
お
や
こ

ん
ぼ
の
イ
ラ
ス
ト
が 

掲
載
さ
れ
て
い
る

の
を
ご
存
知
で
す
か
?

　
2
0
1
5
年
5
月
の
場
合
は
お
母
さ

ん
と
お
弁
当
を
持
っ
て
、
つ
つ
じ
の
咲

い
て
い
る
公
園
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
い
っ

た
可
愛
い
イ
ラ
ス
ト
で
す
。
こ
の
よ
う

に
そ
の
月
・
シ
ー
ズ
ン
に
あ
っ
た
イ
ラ

ス
ト
を
毎
回
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
キ
リ
マ
ハ
ル
ミ
先
生
が
考
え
て

下
さ
り
、
親
子
で
遊
べ
る
こ
と
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

キ
リ
マ
先
生
は
お
や
こ
ん
ぼ
の
企
画
当

初
か
ら
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
感
銘
を

受
け
て
、
小
さ
な
イ
ラ
ス
ト
に
ま
で
心

を
こ
め
て
描
い
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
た
親
子
が
優
し
い

気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
表
情

や
動
き
に
真
心
を
籠
め
て
描
か
れ
て
い

ま
す
。
お
や
こ
ん
ぼ
に
は
悪
者
は
い
ま

せ
ん
。
決
ま
っ
た
主
人
公
も
い
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
な
家
庭
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
子

を
描
き
続
け
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
お

や
こ
ん
ぼ
の
世
界
観
を
真
剣
に
考
え
て

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
ず
っ
と
崩
さ
ず
に
皆

さ
ん
に
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
生
活

を
過
ご
す
よ
う
に
提
案
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　
こ
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
の
中

の
イ
ラ
ス
ト
に
は
、
必
ず
キ
リ

マ
先
生
か
ら
サ
イ
ド
ス
ト
ー

リ
ー
が
つ
い
て
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
3
年
８
月

に
は
『
ね
ず
み
の
ち
ゅ
ー
ん
ぼ

は
、
パ
パ
と
キ
ャ
ン
プ
に
き
ま

し
た
。
川
遊
び
で
は
危
な
い
の

で
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
い

う
ベ
ス
ト
を
着
ま
し
た
。
海
と

違
っ
て
水
が
冷
た
く
て
、
気
持

ち
が
よ
か
っ
た
で
す
』
と
、
親
子
で
行

く
キ
ャ
ン
プ
を
勧
め
た
り
、
2
0
1
4

年
の
５
月
に
は
『
今
日
は
自
然
公
園
で
、

さ
る
ん
ぼ
家
族
と
お
に
ご
っ
こ
を
し
ま

し
た
。
マ
マ
か
ら
は
毛
虫
く
ん
に
注
意

す
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
緑
が
い
っ

ぱ
い
の
公
園
で
お
や
こ
ん
ぼ
で
き
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。
あ
れ
？
ち
ゅ
ー
ん
ぼ

も
来
て
い
た
よ
う
だ
け
ど
パ
パ
は
ど
こ

に
い
る
の
か
な
？
お
や
？
さ
る
ん
ぼ
の

後
ろ
に
い
る
の
は
だ
れ
か
な
？
』
と
、

三
家
族
で
楽
し
く
過
ご
す
提
案
も
あ
り

ま
す
。
2
0
1
4
年
の
８
月
に
は
『
ふ

む
ふ
む
、
今
回
も
よ

く
撮
れ
て
い
る
な
。

花
火
大
会
も
良
い
け

ど
、
今
度
は
家
族
で

線
香
花
火
で
も
し
た

い
な
〜
。
ね
〜
マ
マ
』

と
、
本
当
に
素
敵
な

デ
ザ
イ
ン
で
お
出
か

け
し
た
い
気
分
に
も

さ
せ
て
も
ら
え
ま

す
。

　
毎
月
こ
の
イ
ラ
ス

ト
と
サ
イ
ド
ス
ト
ー

リ
ー
は
幼
稚
園
協
会

か
ら
各
園
に
メ
ー
ル
で
配
信
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
イ
ラ
ス
ト
配
信
を
上
手
に

利
用
さ
れ
て
い
る
園
で
は
、
お
や
こ
ん

ぼ
デ
ー
前
日
や
当
日
に
イ
ラ
ス
ト
を
子

ど
も
達
に
見
や
す
い
大
き
さ
に
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
て
見
せ
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
に
季
節
の
遊
び
を
教
え
て
あ

げ
て
、
そ
れ
を
家
に
持
ち
帰
る
と
い
う

こ
と
も
素
晴
ら
し
い
事
で
す
ね
。
他
に

も
イ
ラ
ス
ト
を
園
バ
ス
や
園
の
門
な
ど

に
掲
示
し
て
、
お
や
こ
ん
ぼ
の
日
を
予

告
す
る
方
法
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
な
お
、
今
回
は
静
岡
新
聞
に
こ
ん
な

記
事
も
掲
載
さ
れ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

富
士
市
の
富
士
第
二
小
学
校
で
は
同
地

区
の
教
育
会
議
に
お
い
て
私
立
幼
稚
園

が
お
や
こ
ん
ぼ
と
い
う
活
動
を
さ
れ
て

い
る
の
を
聞
き
、
こ
の
春
か
ら
第
二
小

学
校
で
も
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
幼
稚
園
だ
け
で
な
く
引
き
続
き

小
学
校
で
も
親
子
の
時
間
を
大
切
に
す

る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
益
々

広
が
っ
て
い
く
《
お
や
こ
ん
ぼ
》。
皆
さ

ん
で
大
い
に
盛
り
上
げ
て
、
そ
の
結
果

子
ど
も
達
の
笑
顔
が
ド
ン
ド
ン
増
え
て

い
く
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
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親
と
子
の
心
を
育
て
る
幼
児
教
育

肥 後 功 一
島根大学教育学部教授

１ 

世
界
を
「
こ
と
ば
で
わ
か
ろ
う
と
す
る

力
」

　  　
赤
ち
ゃ
ん
の
時
期
を
過
ぎ
て
幼
稚
園
に
通
う
頃
に
も

な
る
と
、
子
ど
も
は
身
の
回
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
物
事
に

興
味
を
持
ち
，こ
の
世
界
の
こ
と
を
子
ど
も
な
り
に
「
わ

か
ろ
う
と
す
る
」
様
子
が
飛
躍
的
に
増
え
て
き
ま
す
。

そ
の
一
つ
の
表
れ
が
私
た
ち
お
と
な
へ
の
数
々
の
質
問
で

し
ょ
う
。「
あ
り
さ
ん
、
ど
こ
行
く
？
」「
み
み
ず
、
な

に
飲
む
？
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ご
は
ん
残
し
て
る
（
仏

壇
の
前
で
）」「
ど
う
し
て
赤
ち
ゃ
ん
歩
か
ん
？
」…

こ

う
し
た
答
に
困
る
よ
う
な
子
ど
も
の
質
問
を
、
忙
し
い

日
々
の
中
で
、
つ
い
煩
わ
し
く
感
じ
る
私
た
ち
で
す
が
、

そ
れ
は
と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
正
解
な
ん
て

あ
る
は
ず
の
な
い
、
こ
ん
な
素
敵
な
世
界
の
謎
を
一
緒
に

解
き
明
か
す
相
手
と
し
て
光
栄
に
も
選
ば
れ
た
あ
な
た

の
す
る
べ
き
こ
と―

そ
れ
は
大
人
的
な
常
識
や
ど
こ
か

で
仕
入
れ
た
科
学
的
知
識
を
「
正
解
」
と
し
て
上
手
に

説
明
し
て
や
る
こ
と
で
は
な
く
、
折
り
た
た
ま
れ
て
い

る
子
ど
も
の
想
像
の
翼
を
思
い
切
り
広
げ
て
や
る
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
60
歳
も
近
づ
き
つ
つ
あ
る
私
は
、
さ
す
が
に
自
分
が

お
兄
さ
ん
に
見
え
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
ま

だ
「
お
じ
さ
ん
」
く
ら
い
で
い
た
い
な
あ…

と
思
っ
て
い

ま
す
。
け
れ
ど
も
幼
稚
園
や
保
育
所
に
行
く
と
、
子
ど

も
た
ち
が
「
誰
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
？
」
と
聞
い
て
く
る
こ

と
が
（
残
念
な
が
ら
）
増
え
て
き
ま
し
た
。
先
生
方
は

慌
て
て
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
！
」
な
ん

て
言
っ
て
く
だ
さ
る
け
れ
ど
、
私
は
子
ど
も
た
ち
に

「
え
っ
？
お
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
と
思
う
？
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か

も
し
れ
な
い
よ
？
」
と
言
っ
た
り
し
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
区
別
な
ど
、
と
う
に
わ
か
っ
て
い

る…

と
私
た
ち
は
思
い
込
ん
で
い
る
４
歳
児
で
も
、
け
っ

こ
う
「
あ
れ
？
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
も
」「
や
っ
ぱ
り
お
じ

い
ち
ゃ
ん
だ
ろ
」「
い
や
、
怪
し
い
」
と
、
し
ば
ら
く
盛

り
上
が
っ
た
り
す
る
か
ら
面
白
い
も
の
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
「
わ
か
る
」

道
程
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
わ

か
る
」
は
幼
児
期
に

飛
躍
的
に
発
達
す
る

こ
と
ば
の
力
（
言
語

能
力
）
に
よ
る
も
の
で
、

こ
と
ば
で
（
理
屈
で
、

頭
で
）
世
界
を
認
識

し
よ
う
と
す
る
、
す

ぐ
れ
て
人
間
的
な
精

神
の
働
き
で
す
。
こ
れ

が
中
心
と
な
っ
て
後
の

学
習
を
推
進
し
て
い

く
も
の
な
の
で
、
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
子
ど
も

の
「
言
語
力
」
を
高
め
る
指
導
が
重
要
な
柱
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
私
た
ち
人
間
の
文
明
・

文
化
は
「
こ
と
ば
に
よ
っ
て
し
か
存
在
し
得
な
い
も
の
」

を
創
り
出
し
、
引
き
継
い
で
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

平
和
や
愛
、
人
権
や
正
義
、
夢
や
理
想
と
い
っ
た
も
の
。

こ
れ
ら
は
そ
の
本
質
を
目
に
見
え
る
形
で
「
こ
れ
だ
よ
」

と
出
し
て
示
す
こ
と
が
難
し
く
、
い
わ
ば
「
こ
と
ば
の

力
に
よ
っ
て
在
ら
し
め
て
い
る
も
の
」
で
あ
り
、
こ
と
ば

を
共
有
し
合
え
る
人
々
の
間
で
大
切
に
維
持
さ
れ
、
ま

た
さ
ら
な
る
探
求
が
続
け
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
逆

に
言
え
ば
、
こ
と
ば
の
力
が
痩
せ
衰
え
て
く
る
と
、
そ

れ
ら
は
消
滅
の
危
機
に
直
面
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

２ 

こ
と
ば
の
力
の
土
台―

「
感
覚
や
身
体

で
わ
か
る
力
」
を
育
む
幼
児
期

　　
そ
ん
な
大
切
な
「
こ
と
ば
の
力
」
が
、
こ
の
幼
児
期

に
め
き
め
き
伸
び
て
く
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か

で
す
し
、
話
し
こ
と
ば
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
仮

名
や
漢
字
が
読
め
る
、
書
け
る
な
ん
て
こ
と
に
な
る
と
、

私
た
ち
は
も
う
う
れ
し
く
て
、
一
生
懸
命
に
話
し
か
け

た
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
し
ま
す
。
さ
ら

に
熱
が
入
る
と
、
こ
の
ご
ろ
よ
く
目
に
す
る
幼
児
用
の

読
み
書
き
ド
リ
ル
な
ど
を
買
い
与
え
た
り
、
日
本
語
だ

け
じ
ゃ
な
く
こ
れ
か
ら
は
英
語
を…

と
い
う
方
向
に
突

き
進
ん
だ
り
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
は
親
の
教
育
理

念
や
方
針
に
よ
っ
て
、
我
が
子
に
よ
か
れ
と
願
い
、
子

ど
も
の
適
性
を
み
な
が
ら
責
任
を
も
っ
て
さ
れ
る
こ
と
で

す
の
で
、
そ
の
良
し
悪
し
（
結
果
的
に
子
ど
も
の
た
め

に
な
っ
た
か
ど
う
か
）
は
長
い
時
間
の
中
で
し
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　
た
だ
私
が
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と―

そ
れ

は
、
私
た
ち
お
と
な
は
「
こ
と
ば
を
こ
と
ば
で
育
て
よ

う
と
す
る
」
悪
い
癖
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た

ち
お
と
な
は
、
つ
い
子
ど
も
の
上
か
ら
「
こ
と
ば
の
シ
ャ

ワ
ー
」
を
浴
び
せ
か
け
て
、
何
で
も
こ
と
ば
で
解
説
し

て
「
わ
か
ら
せ
よ
う
」
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
で

は
な
く
、
こ
と
ば
の
手
前
で
、
つ
ま
り
子
ど
も
が
自
分

の
感
覚
器
官
を
し
っ
か
り
働
か
せ
た
り
（
匂
い
を
嗅
ぐ
、

心
ゆ
く
ま
で
水
の
流
れ
に
手
を
触
れ
る
、
口
に
入
れ
た

り
出
し
た
り
し
て
確
か
め
る
、
無
言
で
じ
っ
と
見
つ
め
る
、

物
音
に
ハ
ッ
と
し
た
様
子
で
耳
を
す
ま
せ
て
聴
こ
う
と

す
る…

）、
身
体
を
思
う
存
分
動
か
し
た
り
（
高
い
と

こ
ろ
に
ジ
ャ
ン
プ
し
て
何
か
を
取
ろ
う
と
す
る
、
砂
場
に

手
で
深
い
穴
を
掘
る
、
倒
れ
る
ま
で
ぐ
る
ぐ
る
回
り
す

る…
…

）
す
る
こ
と
を
通
じ
て
感
覚
や
身
体
で
「
世
界

を
知
る
」
経
験
、
そ
れ
が
「
こ
と
ば
の
土
台
」
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
「
こ
と
ば
の
手
前
に
あ
る

経
験
」
は
、
こ
と
ば
が
育
っ
て
し
ま
っ
た
後
で
は
、
な
か

な
か
で
き
な
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
物
事
を
、

実
際
に
経
験
し
て
知
る
こ
と
な
く
「
頭
で
だ
け
、
こ
と

ば
だ
け
で
わ
か
る
」
よ
う
な
知
り
方
を
、
あ
ま
り
早
期

か
ら
身
に
つ
け
る
と
、
と
り
わ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
バ
ー
チ
ャ
ル
な
情
報
世
界
が
奔
流
と
な
っ
て
流
れ
る
現

代
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
の
「
知
り
方
」
が
ど
う

し
て
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
で

し
ょ
う
。次
回
は
そ
の
辺
り
を
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
、

幼
児
期
に
必
要
な
体
験
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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島根大学教育学部教授

１ 

世
界
を
「
こ
と
ば
で
わ
か
ろ
う
と
す
る

力
」

　  　
赤
ち
ゃ
ん
の
時
期
を
過
ぎ
て
幼
稚
園
に
通
う
頃
に
も

な
る
と
、
子
ど
も
は
身
の
回
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
物
事
に

興
味
を
持
ち
，こ
の
世
界
の
こ
と
を
子
ど
も
な
り
に
「
わ

か
ろ
う
と
す
る
」
様
子
が
飛
躍
的
に
増
え
て
き
ま
す
。

そ
の
一
つ
の
表
れ
が
私
た
ち
お
と
な
へ
の
数
々
の
質
問
で

し
ょ
う
。「
あ
り
さ
ん
、
ど
こ
行
く
？
」「
み
み
ず
、
な

に
飲
む
？
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ご
は
ん
残
し
て
る
（
仏

壇
の
前
で
）」「
ど
う
し
て
赤
ち
ゃ
ん
歩
か
ん
？
」…

こ

う
し
た
答
に
困
る
よ
う
な
子
ど
も
の
質
問
を
、
忙
し
い

日
々
の
中
で
、
つ
い
煩
わ
し
く
感
じ
る
私
た
ち
で
す
が
、

そ
れ
は
と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
正
解
な
ん
て

あ
る
は
ず
の
な
い
、
こ
ん
な
素
敵
な
世
界
の
謎
を
一
緒
に

解
き
明
か
す
相
手
と
し
て
光
栄
に
も
選
ば
れ
た
あ
な
た

の
す
る
べ
き
こ
と―

そ
れ
は
大
人
的
な
常
識
や
ど
こ
か

で
仕
入
れ
た
科
学
的
知
識
を
「
正
解
」
と
し
て
上
手
に

説
明
し
て
や
る
こ
と
で
は
な
く
、
折
り
た
た
ま
れ
て
い

る
子
ど
も
の
想
像
の
翼
を
思
い
切
り
広
げ
て
や
る
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
60
歳
も
近
づ
き
つ
つ
あ
る
私
は
、
さ
す
が
に
自
分
が

お
兄
さ
ん
に
見
え
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
ま

だ
「
お
じ
さ
ん
」
く
ら
い
で
い
た
い
な
あ…

と
思
っ
て
い

ま
す
。
け
れ
ど
も
幼
稚
園
や
保
育
所
に
行
く
と
、
子
ど

も
た
ち
が
「
誰
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
？
」
と
聞
い
て
く
る
こ

と
が
（
残
念
な
が
ら
）
増
え
て
き
ま
し
た
。
先
生
方
は

慌
て
て
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
！
」
な
ん

て
言
っ
て
く
だ
さ
る
け
れ
ど
、
私
は
子
ど
も
た
ち
に

「
え
っ
？
お
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
と
思
う
？
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か

も
し
れ
な
い
よ
？
」
と
言
っ
た
り
し
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
区
別
な
ど
、
と
う
に
わ
か
っ
て
い

る…

と
私
た
ち
は
思
い
込
ん
で
い
る
４
歳
児
で
も
、
け
っ

こ
う
「
あ
れ
？
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
も
」「
や
っ
ぱ
り
お
じ

い
ち
ゃ
ん
だ
ろ
」「
い
や
、
怪
し
い
」
と
、
し
ば
ら
く
盛

り
上
が
っ
た
り
す
る
か
ら
面
白
い
も
の
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
「
わ
か
る
」

道
程
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
わ

か
る
」
は
幼
児
期
に

飛
躍
的
に
発
達
す
る

こ
と
ば
の
力
（
言
語

能
力
）
に
よ
る
も
の
で
、

こ
と
ば
で
（
理
屈
で
、

頭
で
）
世
界
を
認
識

し
よ
う
と
す
る
、
す

ぐ
れ
て
人
間
的
な
精

神
の
働
き
で
す
。
こ
れ

が
中
心
と
な
っ
て
後
の

学
習
を
推
進
し
て
い

く
も
の
な
の
で
、
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
子
ど
も

の
「
言
語
力
」
を
高
め
る
指
導
が
重
要
な
柱
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
私
た
ち
人
間
の
文
明
・

文
化
は
「
こ
と
ば
に
よ
っ
て
し
か
存
在
し
得
な
い
も
の
」

を
創
り
出
し
、
引
き
継
い
で
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

平
和
や
愛
、
人
権
や
正
義
、
夢
や
理
想
と
い
っ
た
も
の
。

こ
れ
ら
は
そ
の
本
質
を
目
に
見
え
る
形
で
「
こ
れ
だ
よ
」

と
出
し
て
示
す
こ
と
が
難
し
く
、
い
わ
ば
「
こ
と
ば
の

力
に
よ
っ
て
在
ら
し
め
て
い
る
も
の
」
で
あ
り
、
こ
と
ば

を
共
有
し
合
え
る
人
々
の
間
で
大
切
に
維
持
さ
れ
、
ま

た
さ
ら
な
る
探
求
が
続
け
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
逆

に
言
え
ば
、
こ
と
ば
の
力
が
痩
せ
衰
え
て
く
る
と
、
そ

れ
ら
は
消
滅
の
危
機
に
直
面
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

２ 

こ
と
ば
の
力
の
土
台―

「
感
覚
や
身
体

で
わ
か
る
力
」
を
育
む
幼
児
期

　　
そ
ん
な
大
切
な
「
こ
と
ば
の
力
」
が
、
こ
の
幼
児
期

に
め
き
め
き
伸
び
て
く
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か

で
す
し
、
話
し
こ
と
ば
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
仮

名
や
漢
字
が
読
め
る
、
書
け
る
な
ん
て
こ
と
に
な
る
と
、

私
た
ち
は
も
う
う
れ
し
く
て
、
一
生
懸
命
に
話
し
か
け

た
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
し
ま
す
。
さ
ら

に
熱
が
入
る
と
、
こ
の
ご
ろ
よ
く
目
に
す
る
幼
児
用
の

読
み
書
き
ド
リ
ル
な
ど
を
買
い
与
え
た
り
、
日
本
語
だ

け
じ
ゃ
な
く
こ
れ
か
ら
は
英
語
を…

と
い
う
方
向
に
突

き
進
ん
だ
り
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
は
親
の
教
育
理

念
や
方
針
に
よ
っ
て
、
我
が
子
に
よ
か
れ
と
願
い
、
子

ど
も
の
適
性
を
み
な
が
ら
責
任
を
も
っ
て
さ
れ
る
こ
と
で

す
の
で
、
そ
の
良
し
悪
し
（
結
果
的
に
子
ど
も
の
た
め

に
な
っ
た
か
ど
う
か
）
は
長
い
時
間
の
中
で
し
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　
た
だ
私
が
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と―

そ
れ

は
、
私
た
ち
お
と
な
は
「
こ
と
ば
を
こ
と
ば
で
育
て
よ

う
と
す
る
」
悪
い
癖
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た

ち
お
と
な
は
、
つ
い
子
ど
も
の
上
か
ら
「
こ
と
ば
の
シ
ャ

ワ
ー
」
を
浴
び
せ
か
け
て
、
何
で
も
こ
と
ば
で
解
説
し

て
「
わ
か
ら
せ
よ
う
」
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
で

は
な
く
、
こ
と
ば
の
手
前
で
、
つ
ま
り
子
ど
も
が
自
分

の
感
覚
器
官
を
し
っ
か
り
働
か
せ
た
り
（
匂
い
を
嗅
ぐ
、

心
ゆ
く
ま
で
水
の
流
れ
に
手
を
触
れ
る
、
口
に
入
れ
た

り
出
し
た
り
し
て
確
か
め
る
、
無
言
で
じ
っ
と
見
つ
め
る
、

物
音
に
ハ
ッ
と
し
た
様
子
で
耳
を
す
ま
せ
て
聴
こ
う
と

す
る…

）、
身
体
を
思
う
存
分
動
か
し
た
り
（
高
い
と

こ
ろ
に
ジ
ャ
ン
プ
し
て
何
か
を
取
ろ
う
と
す
る
、
砂
場
に

手
で
深
い
穴
を
掘
る
、
倒
れ
る
ま
で
ぐ
る
ぐ
る
回
り
す

る…
…

）
す
る
こ
と
を
通
じ
て
感
覚
や
身
体
で
「
世
界

を
知
る
」
経
験
、
そ
れ
が
「
こ
と
ば
の
土
台
」
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
「
こ
と
ば
の
手
前
に
あ
る

経
験
」
は
、
こ
と
ば
が
育
っ
て
し
ま
っ
た
後
で
は
、
な
か

な
か
で
き
な
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
物
事
を
、

実
際
に
経
験
し
て
知
る
こ
と
な
く
「
頭
で
だ
け
、
こ
と

ば
だ
け
で
わ
か
る
」
よ
う
な
知
り
方
を
、
あ
ま
り
早
期

か
ら
身
に
つ
け
る
と
、
と
り
わ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
バ
ー
チ
ャ
ル
な
情
報
世
界
が
奔
流
と
な
っ
て
流
れ
る
現

代
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
の
「
知
り
方
」
が
ど
う

し
て
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
で

し
ょ
う
。次
回
は
そ
の
辺
り
を
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
、

幼
児
期
に
必
要
な
体
験
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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　「
せ
ん
せ
い
」
と
子
ど
も
達
に
呼
ば
れ

る
た
び
、
幼
稚
園
教
諭
に
な
っ
た
こ
と
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
喜
び
と
責
任

を
感
じ
て
い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
目
指
し

て
き
た
幼
稚
園
教
諭
と
い
う
仕
事
に
就
く

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
も

子
ど
も
達
の
お
か
げ
で
す
。
子
ど
も
達
の

成
長
を
間
近
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
、
や

り
が
い
を
感
じ
る
の
で
す
。

　
私
は
年
少
児
の
担
任
を

し
て
い
ま
す
。
入
園
式
で

子
ど
も
達
の
顔
を
見
て
、

１
年
間
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
決
意
を
新
た
に
始
ま
っ

た
４
月
で
し
た
。
最
初
は

「
幼
稚
園
へ
行
き
た
く
な

い
」「
お
母
さ
ん
と
離
れ
た

く
な
い
」
と
泣
く
子
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
幼
稚
園
が
子
ど
も
に

と
っ
て
楽
し
く
て
、
安
心

で
き
る
、
居
心
地
の
良
い

場
所
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
幼

稚
園
は
先
生
や
お
友
だ
ち
が
い
る
こ
と
、

様
々
な
遊
び
が
で
き
る
こ
と
な
ど
を
伝

え
、
子
ど
も
達
に
働
き
掛
け
て
い
き
ま
し

た
。
入
園
か
ら
１
か
月
半
が
経
っ
た
今
で

は
、
幼
稚
園
が
楽
し
い
と
い
う
声
が
聞
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
ト
イ
レ
へ
行
け
な
か
っ
た
子
が
行
け

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
片
付
け
を
嫌
が
っ

て
い
た
子
が
、
自
分
か
ら
進
ん
で
や
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
一
人
遊
び
が
主
だ
っ

た
子
が
、
お
友
だ
ち
に
「
い
っ
し
ょ
に
あ

そ
ぼ
う
」
や
「（
お
も
ち
ゃ
を
）
か
し
て
」

と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
子
ど
も

達
は
日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
長

に
欠
か
せ
な
い
の
は
、
保
育
者
の
関
わ
り
、

特
に
言
葉
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
に
ど
う
し
た
ら
言
葉
が
届
く

の
か
と
悩
ん
で
い
た
私
に
、
子
ど
も
達
へ

掛
け
る
言
葉
の
選
び
方
や
タ
イ
ミ
ン
グ
の

違
い
で
、
子
ど
も

達
の
反
応
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
を
、

先
輩
方
か
ら
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
視
覚
に

う
っ
た
え
る
こ
と

や
子
ど
も
の
興
味
・

関
心
、
集
中
力
な

ど
に
配
慮
し
、
対

話
す
る
こ
と
で
よ

り
効
果
的
な
言
葉

掛
け
と
な
る
と
分

か
り
ま
し
た
。

　
就
職
し
て
１
か
月
半
が
経
ち
、
様
々
な

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

と
こ
ろ
ば
か
り
で
、
私
は
子
ど
も
達
に

と
っ
て
良
き
先
生
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
不

安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

保
護
者
の
方
の
励
ま
し
の
言
葉
や
先
輩
方

の
ご
指
導
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
に
支
え
ら

れ
、
自
分
を
奮
い
立
た
せ
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
、

子
ど
も
達
と
と
も
に
成
長
し
て
い
き
ま

す
。

　
私
が
幼
稚
園
教
諭
に
な
り
た
い
と
思
っ

た
の
は
、
幼
稚
園
児
の
時
で
し
た
。
大
好

き
な
担
任
の
先
生
に
憧
れ
た
こ
と
、
ま
た

楽
し
い
幼
稚
園
時
代
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
こ
と
で
幼
稚
園
が
大
好
き
に
な
っ
た

か
ら
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
自
分
な
り
に
努
力
し
て
大
学

に
入
り
実
習
を
す
る
た
び
に
保
育
の
楽
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
様
に
な
り
、

よ
り
一
層
幼
稚
園
教
諭

に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
大
学
３
年
生
の
時

自
分
の
母
園
で
あ
る
ゆ

き
よ
し
幼
稚
園
で
実
習

を
さ
せ
て
も
ら
え
る
機

会
を
得
て
、
自
分
が

通
っ
て
い
た
頃
と
変
わ

り
な
く
、
温
か
な
幼
稚

園
時
代
を
過
ご
す
こ
と

の
出
来
る
園
だ
と
改
め

て
感
じ
、「
こ
の
園
で

働
き
た
い
」
と
強
く
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、

夢
を
叶
え
た
私
は
自
分
の
大
好
き
だ
っ
た

園
で
働
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
小
さ
い
頃
か
ら
憧
れ
て
い
た
職
業
に
つ

く
こ
と
が
で
き
て
期
待
も
あ
り
ま
し
た

が
、「
自
分
が
先
生
と
し
て
勤
ま
る
だ
ろ

う
か
」「
自
分
は
先
生
に
向
い
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
不
安
が
す
ご
く
あ
り

悩
み
ま
し
た
。
実
際
に
現
場
に
出
て
み
る

と
、
や
は
り
学
校
や
今
ま
で
の
実
習
で
学

ん
で
き
た
よ
う
に
う
ま
く
は
い
か
ず
失
敗

ば
か
り
で
悩
み
が
的
中
。
自
分
の
無
力
さ

に
悔
や
み
、
自
信
を
失
い
そ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
や
自
分
を

慕
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
の
姿
が
何
よ
り
も

嬉
し
く
私
に
パ
ワ
ー
を
与
え
て
く
れ
、

も
っ
と
も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
に
幼
稚
園
が
大
好
き
、
幼
稚

園
っ
て
楽
し
い
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に

は
自
分
自
身
も
楽
し
ん
で
保
育
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
う
感
じ
て
か
ら

は
、
自
分
も
子
ど
も
達
に

負
け
ず
に
楽
し
も
う
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
楽
し
ん
で
保
育
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
失
敗
も
多
く

反
省
も
多
い
毎
日
で
す
が

周
り
の
先
輩
の
先
生
方
に

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え

支
え
て
頂
き
な
が
ら
保
育

の
仕
方
や
子
ど
も
と
の
接

し
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

て
、
毎
日
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が

出
来
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
運
動
を
す
る
こ
と
が
大
好
き
な

の
で
、
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
保

育
に
取
り
入
れ
て
い
け
た
ら
、
も
っ
と

も
っ
と
楽
し
ん
で
保
育
を
す
る
こ
と
が
で

き
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
至
ら
ぬ
点
が
多
く

失
敗
ば
か
り
の
私
で
す
が
、
失
敗
を
力
の

糧
に
変
え
精
一
杯
努
力
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園
教
諭
に
な
っ
て

学
校
法
人 

千
代
学
園

み
な
と
幼
稚
園

　

　
昨
年
度
、
初
め
て
年
長
の
担
任
と
な
り
、

心
地
よ
い
緊
張
感
と
共
に
、
小
学
校
へ
繋

げ
る
大
事
な
１
年
を
担
う
こ
と
に
、
果
た

し
て
私
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か…

と
不
安

に
な
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
４
月
「
先
生
！
遊
ぼ
う
！
」「
こ
ん
な

こ
と
し
た
い
な
」「
先
生
、
外
で
○
○
し

よ
う
！
」
と
元
気
に
は
ず
む
子
ど
も
達
の

声
に
、
私
の
気
持
ち
は
〈
よ
し
！
頑
張
る

ぞ
！
〉
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
少
し
ず
つ
ク
ラ
ス
の

様
子
が
理
解
で
き
て
く

る
と
、
子
ど
も
達
は
、

自
分
の
思
い
が
あ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
話
し
は
で
き

る
の
で
す
が
、
み
ん
な

の
中
で
自
分
の
考
え
を

言
う
こ
と
に
は
少
し
消

極
的
な
面
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
み
ん
な
の

前
で
話
し
を
す
る
こ
と

に
、
少
し
で
も
抵
抗
を

感
じ
な
い
子
ど
も
達
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
、
目

標
も
見
え
て
き
ま
し

た
。

　
ち
ょ
う
ど
、
園
内
研
修
で
月
刊
絵
本
を

取
り
上
げ
て
勉
強
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
浮
か
ん
で
き
た
の
は
、
身
近
な
絵
本

を
通
し
て
、
子
ど
も
が
自
分
の
気
持
ち
を

素
直
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
だ

ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
月
刊
絵
本

は
、
１
ヶ
月
間
シ
ャ
ト
ル
絵
本
と
し
て
、

園
と
家
庭
を
往
復
、
１
冊
の
絵
本
を
大
切

に
、
家
族
や
先
生
が
繰
り
返
し
読
ん
で
い

ま
し
た
。
継
続
す
る
こ
と
で
、
絵
本
の
内

容
が
さ
ら
に
理
解
で
き
、
絵
を
見
て
気
持

ち
を
感
じ
と
り
、
自
分
と
重
ね
合
わ
せ
た

言
葉
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
語
彙
も

徐
々
に
増
え
、
少
し
ず
つ
ク
ラ
ス
の
中
で

『
話
す
っ
て
楽
し
い
！
』
と
い
う
雰
囲
気

が
生
ま
れ
始
め
ま
し
た
。
子
ど
も
達
が
言

え
た
こ
と
を
褒
め
、
そ
の
言
葉
に
共
感
し

「
答
え
は
１
つ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
！
」「
み
ん

な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
ん
だ
！
」
と
い
う

こ
と
を
繰
り
返
し
伝
え
ま
し
た
。

　
11
月
後
半
、
年
長
に
と
っ

て
の
大
き
な
行
事
が
あ
り
、

そ
の
体
験
し
た
感
想
を
年

少
・
年
中
児
に
話
す
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
自

分
が
体
験
し
て
感
じ
た
事
を

自
分
の
言
葉
で
表
現
し
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
さ

ら
に
誰
一
人
同
じ
話
を
す
る

子
が
な
く
、
成
長
し
た
姿
に

驚
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
に
戻
っ
た
子
ど
も
達

は
「
前
の
子
が
先
に
言
っ
た

か
ら
、
何
に
し
よ
う
か
考
え

た
！
」「
先
生
！
み
ん
な
言

え
た
ね
！
」
そ
ん
な
自
信
に
満
ち
た
笑
顔

に
〈
子
ど
も
達
を
信
じ
て
よ
か
っ
た
〉
と

１
人
ひ
と
り
の
顔
が
誇
ら
し
く
思
え
ま
し

た
。

　
今
、
毎
日
が
発
見
と
感
動
の
連
続
で
す
。

５
年
目
を
迎
え
、『
子
ど
も
の
あ
り
の
ま

ま
の
言
葉
や
姿
を
大
切
に
！
』
を
目
標
に
、

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
か
ら
パ
ワ
ー
を
も

ら
い
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
返
し
な
が
ら

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
法
人
山
名
学
園

山
名
幼
稚
園

荒
井 

結
里
衣

幼
稚
園
教
諭
に
な
っ
て

子
ど
も
と
共
に…

　

学
校
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園

　

ゆ
き
よ
し
幼
稚
園

　

矢
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稚
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植
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明
日
香

・
・
・
・

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
憧
れ
て
い
た
幼
稚
園

教
諭
に
な
り
５
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
一

昨
年
ま
で
は
千
葉
県
の
幼
稚
園
で
３
年
間

務
め
、
昨
年
静
岡
に
転
居
し
、
桜
ケ
丘
幼

稚
園
で
働
き
は
じ
め
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
の
光
が
差
し
込
む
明
る
い
園
舎

で
16
名
の
年
少
児
と
毎
日
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
職
場
が
変
わ
り
、
ま
た
一
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

必
死
な
毎
日
で
し
た

が
、
子
ど
も
達
か
ら
も

ら
え
る
元
気
パ
ワ
ー
に

い
つ
も
励
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
園
で
出
会
っ
た

の
が
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ

教
育
で
す
。
モ
ン
テ
ッ

ソ
ー
リ
教
育
は
大
学
時

代
に
聞
い
た
こ
と
は

あ
っ
た
も
の
の
、
実
際

に
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
の

「
お
仕
事
」
を
し
て
い

る
子
ど
も
達
の
姿
を
見

る
の
は
初
め
て
で
し
た
。「
子
ど
も
達
が

こ
ん
な
に
集
中
し
て
物
事
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
の
か
！
」
と
驚
い
た
こ
と
を

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
最
初
は
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ

ず
に
い
た
子
ど
も
も
、
一
度
提
示
す
る
と
、

そ
の
う
ち
に
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、

自
分
で
準
備
し
、
や
り
始
め
、
終
わ
っ
た

ら
片
づ
け
る
と
い
う
流
れ
を
丁
寧
に
行
う

姿
に
感
心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
と
、
泣
い
た
り
、
す
ぐ
に
諦

め
た
り
し
て
い
た
子
も
、
担
任
の
声
か
け

や
寄
り
添
っ
て
見
守
る
こ
と
で
、
最
後
ま

で
や
り
通
す
姿
勢
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
お
仕
事
を
通
し
、
集
中
力
が

芽
生
え
、
達
成
感
に
満
ち
た
子
ど
も
達
の

顔
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
日
に
日
に
塗
り
絵
が

上
達
し
た
り
、
ハ
サ
ミ
を
器
用
に
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
巧
緻
性
の
発
達
も

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど

も
の
成
長
に
驚
か
さ
れ
る

と
同
時
に
、
挑
戦
し
よ
う

と
い
う
姿
勢
や
懸
命
に
な

る
姿
に
私
自
身
日
々
励
ま

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ぐ
ん

ぐ
ん
成
長
す
る
姿
を
見
る

事
が
で
き
る
の
は
本
当
に

嬉
し
く
も
あ
り
「
子
ど
も

達
の
成
長
に
立
ち
会
う
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
」
事
に
喜
び

を
感
じ
「
幼
稚
園
教
諭
の

道
を
選
ん
で
本
当
に
良

か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
反
面
、
力
不
足
で
分
か
ら
な
い
こ

と
や
ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い
か
迷
う
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
園
長
先
生
や
先
輩

の
先
生
に
相
談
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
保
育

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
転
職
時
に
は
幼
稚
園
教
諭
を
続
け
る
か

悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
か
わ
い

い
子
ど
も
達
に
囲
ま
れ
な
が
ら
仕
事
が
で

き
る
こ
と
は
や
は
り
幸
せ
な
こ
と
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
今
あ
る
環
境
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
も
初
心
と
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
子

ど
も
達
と
共
に
自
分
自
身
も
成
長
で
き
る

幼
稚
園
教
諭
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

子
ど
も
達
の
成
長
に
立
ち
会
う
貴
重
な
体
験

学
校
法
人
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ケ
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幼
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園
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　「
せ
ん
せ
い
」
と
子
ど
も
達
に
呼
ば
れ

る
た
び
、
幼
稚
園
教
諭
に
な
っ
た
こ
と
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
喜
び
と
責
任

を
感
じ
て
い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
目
指
し

て
き
た
幼
稚
園
教
諭
と
い
う
仕
事
に
就
く

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
も

子
ど
も
達
の
お
か
げ
で
す
。
子
ど
も
達
の

成
長
を
間
近
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
、
や

り
が
い
を
感
じ
る
の
で
す
。

　
私
は
年
少
児
の
担
任
を

し
て
い
ま
す
。
入
園
式
で

子
ど
も
達
の
顔
を
見
て
、

１
年
間
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
決
意
を
新
た
に
始
ま
っ

た
４
月
で
し
た
。
最
初
は

「
幼
稚
園
へ
行
き
た
く
な

い
」「
お
母
さ
ん
と
離
れ
た

く
な
い
」
と
泣
く
子
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
幼
稚
園
が
子
ど
も
に

と
っ
て
楽
し
く
て
、
安
心

で
き
る
、
居
心
地
の
良
い

場
所
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
幼

稚
園
は
先
生
や
お
友
だ
ち
が
い
る
こ
と
、

様
々
な
遊
び
が
で
き
る
こ
と
な
ど
を
伝

え
、
子
ど
も
達
に
働
き
掛
け
て
い
き
ま
し

た
。
入
園
か
ら
１
か
月
半
が
経
っ
た
今
で

は
、
幼
稚
園
が
楽
し
い
と
い
う
声
が
聞
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
ト
イ
レ
へ
行
け
な
か
っ
た
子
が
行
け

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
片
付
け
を
嫌
が
っ

て
い
た
子
が
、
自
分
か
ら
進
ん
で
や
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
一
人
遊
び
が
主
だ
っ

た
子
が
、
お
友
だ
ち
に
「
い
っ
し
ょ
に
あ

そ
ぼ
う
」
や
「（
お
も
ち
ゃ
を
）
か
し
て
」

と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
子
ど
も

達
は
日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
長

に
欠
か
せ
な
い
の
は
、
保
育
者
の
関
わ
り
、

特
に
言
葉
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
に
ど
う
し
た
ら
言
葉
が
届
く

の
か
と
悩
ん
で
い
た
私
に
、
子
ど
も
達
へ

掛
け
る
言
葉
の
選
び
方
や
タ
イ
ミ
ン
グ
の

違
い
で
、
子
ど
も

達
の
反
応
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
を
、

先
輩
方
か
ら
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
視
覚
に

う
っ
た
え
る
こ
と

や
子
ど
も
の
興
味
・

関
心
、
集
中
力
な

ど
に
配
慮
し
、
対

話
す
る
こ
と
で
よ

り
効
果
的
な
言
葉

掛
け
と
な
る
と
分

か
り
ま
し
た
。

　
就
職
し
て
１
か
月
半
が
経
ち
、
様
々
な

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

と
こ
ろ
ば
か
り
で
、
私
は
子
ど
も
達
に

と
っ
て
良
き
先
生
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
不

安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

保
護
者
の
方
の
励
ま
し
の
言
葉
や
先
輩
方

の
ご
指
導
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
に
支
え
ら

れ
、
自
分
を
奮
い
立
た
せ
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
、

子
ど
も
達
と
と
も
に
成
長
し
て
い
き
ま

す
。

　
私
が
幼
稚
園
教
諭
に
な
り
た
い
と
思
っ

た
の
は
、
幼
稚
園
児
の
時
で
し
た
。
大
好

き
な
担
任
の
先
生
に
憧
れ
た
こ
と
、
ま
た

楽
し
い
幼
稚
園
時
代
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
こ
と
で
幼
稚
園
が
大
好
き
に
な
っ
た

か
ら
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
自
分
な
り
に
努
力
し
て
大
学

に
入
り
実
習
を
す
る
た
び
に
保
育
の
楽
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
様
に
な
り
、

よ
り
一
層
幼
稚
園
教
諭

に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
大
学
３
年
生
の
時

自
分
の
母
園
で
あ
る
ゆ

き
よ
し
幼
稚
園
で
実
習

を
さ
せ
て
も
ら
え
る
機

会
を
得
て
、
自
分
が

通
っ
て
い
た
頃
と
変
わ

り
な
く
、
温
か
な
幼
稚

園
時
代
を
過
ご
す
こ
と

の
出
来
る
園
だ
と
改
め

て
感
じ
、「
こ
の
園
で

働
き
た
い
」
と
強
く
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、

夢
を
叶
え
た
私
は
自
分
の
大
好
き
だ
っ
た

園
で
働
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
小
さ
い
頃
か
ら
憧
れ
て
い
た
職
業
に
つ

く
こ
と
が
で
き
て
期
待
も
あ
り
ま
し
た

が
、「
自
分
が
先
生
と
し
て
勤
ま
る
だ
ろ

う
か
」「
自
分
は
先
生
に
向
い
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
不
安
が
す
ご
く
あ
り

悩
み
ま
し
た
。
実
際
に
現
場
に
出
て
み
る

と
、
や
は
り
学
校
や
今
ま
で
の
実
習
で
学

ん
で
き
た
よ
う
に
う
ま
く
は
い
か
ず
失
敗

ば
か
り
で
悩
み
が
的
中
。
自
分
の
無
力
さ

に
悔
や
み
、
自
信
を
失
い
そ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
や
自
分
を

慕
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
の
姿
が
何
よ
り
も

嬉
し
く
私
に
パ
ワ
ー
を
与
え
て
く
れ
、

も
っ
と
も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
に
幼
稚
園
が
大
好
き
、
幼
稚

園
っ
て
楽
し
い
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に

は
自
分
自
身
も
楽
し
ん
で
保
育
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
う
感
じ
て
か
ら

は
、
自
分
も
子
ど
も
達
に

負
け
ず
に
楽
し
も
う
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
楽
し
ん
で
保
育
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
失
敗
も
多
く

反
省
も
多
い
毎
日
で
す
が

周
り
の
先
輩
の
先
生
方
に

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え

支
え
て
頂
き
な
が
ら
保
育

の
仕
方
や
子
ど
も
と
の
接

し
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

て
、
毎
日
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が

出
来
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
運
動
を
す
る
こ
と
が
大
好
き
な

の
で
、
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
保

育
に
取
り
入
れ
て
い
け
た
ら
、
も
っ
と

も
っ
と
楽
し
ん
で
保
育
を
す
る
こ
と
が
で

き
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
至
ら
ぬ
点
が
多
く

失
敗
ば
か
り
の
私
で
す
が
、
失
敗
を
力
の

糧
に
変
え
精
一
杯
努
力
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園
教
諭
に
な
っ
て

学
校
法
人 

千
代
学
園

み
な
と
幼
稚
園

　

　
昨
年
度
、
初
め
て
年
長
の
担
任
と
な
り
、

心
地
よ
い
緊
張
感
と
共
に
、
小
学
校
へ
繋

げ
る
大
事
な
１
年
を
担
う
こ
と
に
、
果
た

し
て
私
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か…

と
不
安

に
な
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
４
月
「
先
生
！
遊
ぼ
う
！
」「
こ
ん
な

こ
と
し
た
い
な
」「
先
生
、
外
で
○
○
し

よ
う
！
」
と
元
気
に
は
ず
む
子
ど
も
達
の

声
に
、
私
の
気
持
ち
は
〈
よ
し
！
頑
張
る

ぞ
！
〉
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
少
し
ず
つ
ク
ラ
ス
の

様
子
が
理
解
で
き
て
く

る
と
、
子
ど
も
達
は
、

自
分
の
思
い
が
あ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
話
し
は
で
き

る
の
で
す
が
、
み
ん
な

の
中
で
自
分
の
考
え
を

言
う
こ
と
に
は
少
し
消

極
的
な
面
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
み
ん
な
の

前
で
話
し
を
す
る
こ
と

に
、
少
し
で
も
抵
抗
を

感
じ
な
い
子
ど
も
達
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
、
目

標
も
見
え
て
き
ま
し

た
。

　
ち
ょ
う
ど
、
園
内
研
修
で
月
刊
絵
本
を

取
り
上
げ
て
勉
強
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
浮
か
ん
で
き
た
の
は
、
身
近
な
絵
本

を
通
し
て
、
子
ど
も
が
自
分
の
気
持
ち
を

素
直
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
だ

ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
月
刊
絵
本

は
、
１
ヶ
月
間
シ
ャ
ト
ル
絵
本
と
し
て
、

園
と
家
庭
を
往
復
、
１
冊
の
絵
本
を
大
切

に
、
家
族
や
先
生
が
繰
り
返
し
読
ん
で
い

ま
し
た
。
継
続
す
る
こ
と
で
、
絵
本
の
内

容
が
さ
ら
に
理
解
で
き
、
絵
を
見
て
気
持

ち
を
感
じ
と
り
、
自
分
と
重
ね
合
わ
せ
た

言
葉
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
語
彙
も

徐
々
に
増
え
、
少
し
ず
つ
ク
ラ
ス
の
中
で

『
話
す
っ
て
楽
し
い
！
』
と
い
う
雰
囲
気

が
生
ま
れ
始
め
ま
し
た
。
子
ど
も
達
が
言

え
た
こ
と
を
褒
め
、
そ
の
言
葉
に
共
感
し

「
答
え
は
１
つ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
！
」「
み
ん

な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
ん
だ
！
」
と
い
う

こ
と
を
繰
り
返
し
伝
え
ま
し
た
。

　
11
月
後
半
、
年
長
に
と
っ

て
の
大
き
な
行
事
が
あ
り
、

そ
の
体
験
し
た
感
想
を
年

少
・
年
中
児
に
話
す
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
自

分
が
体
験
し
て
感
じ
た
事
を

自
分
の
言
葉
で
表
現
し
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
さ

ら
に
誰
一
人
同
じ
話
を
す
る

子
が
な
く
、
成
長
し
た
姿
に

驚
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
に
戻
っ
た
子
ど
も
達

は
「
前
の
子
が
先
に
言
っ
た

か
ら
、
何
に
し
よ
う
か
考
え

た
！
」「
先
生
！
み
ん
な
言

え
た
ね
！
」
そ
ん
な
自
信
に
満
ち
た
笑
顔

に
〈
子
ど
も
達
を
信
じ
て
よ
か
っ
た
〉
と

１
人
ひ
と
り
の
顔
が
誇
ら
し
く
思
え
ま
し

た
。

　
今
、
毎
日
が
発
見
と
感
動
の
連
続
で
す
。

５
年
目
を
迎
え
、『
子
ど
も
の
あ
り
の
ま

ま
の
言
葉
や
姿
を
大
切
に
！
』
を
目
標
に
、

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
か
ら
パ
ワ
ー
を
も

ら
い
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
返
し
な
が
ら

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
法
人
山
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学
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山
名
幼
稚
園

荒
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里
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幼
稚
園
教
諭
に
な
っ
て

子
ど
も
と
共
に…
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小
さ
い
こ
ろ
か
ら
憧
れ
て
い
た
幼
稚
園

教
諭
に
な
り
５
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
一

昨
年
ま
で
は
千
葉
県
の
幼
稚
園
で
３
年
間

務
め
、
昨
年
静
岡
に
転
居
し
、
桜
ケ
丘
幼

稚
園
で
働
き
は
じ
め
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
の
光
が
差
し
込
む
明
る
い
園
舎

で
16
名
の
年
少
児
と
毎
日
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
職
場
が
変
わ
り
、
ま
た
一
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

必
死
な
毎
日
で
し
た

が
、
子
ど
も
達
か
ら
も

ら
え
る
元
気
パ
ワ
ー
に

い
つ
も
励
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
園
で
出
会
っ
た

の
が
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ

教
育
で
す
。
モ
ン
テ
ッ

ソ
ー
リ
教
育
は
大
学
時

代
に
聞
い
た
こ
と
は

あ
っ
た
も
の
の
、
実
際

に
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
の

「
お
仕
事
」
を
し
て
い

る
子
ど
も
達
の
姿
を
見

る
の
は
初
め
て
で
し
た
。「
子
ど
も
達
が

こ
ん
な
に
集
中
し
て
物
事
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
の
か
！
」
と
驚
い
た
こ
と
を

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
最
初
は
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ

ず
に
い
た
子
ど
も
も
、
一
度
提
示
す
る
と
、

そ
の
う
ち
に
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、

自
分
で
準
備
し
、
や
り
始
め
、
終
わ
っ
た

ら
片
づ
け
る
と
い
う
流
れ
を
丁
寧
に
行
う

姿
に
感
心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
と
、
泣
い
た
り
、
す
ぐ
に
諦

め
た
り
し
て
い
た
子
も
、
担
任
の
声
か
け

や
寄
り
添
っ
て
見
守
る
こ
と
で
、
最
後
ま

で
や
り
通
す
姿
勢
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
お
仕
事
を
通
し
、
集
中
力
が

芽
生
え
、
達
成
感
に
満
ち
た
子
ど
も
達
の

顔
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
日
に
日
に
塗
り
絵
が

上
達
し
た
り
、
ハ
サ
ミ
を
器
用
に
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
巧
緻
性
の
発
達
も

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど

も
の
成
長
に
驚
か
さ
れ
る

と
同
時
に
、
挑
戦
し
よ
う

と
い
う
姿
勢
や
懸
命
に
な

る
姿
に
私
自
身
日
々
励
ま

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ぐ
ん

ぐ
ん
成
長
す
る
姿
を
見
る

事
が
で
き
る
の
は
本
当
に

嬉
し
く
も
あ
り
「
子
ど
も

達
の
成
長
に
立
ち
会
う
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
」
事
に
喜
び

を
感
じ
「
幼
稚
園
教
諭
の

道
を
選
ん
で
本
当
に
良

か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
反
面
、
力
不
足
で
分
か
ら
な
い
こ

と
や
ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い
か
迷
う
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
園
長
先
生
や
先
輩

の
先
生
に
相
談
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
保
育

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
転
職
時
に
は
幼
稚
園
教
諭
を
続
け
る
か

悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
か
わ
い

い
子
ど
も
達
に
囲
ま
れ
な
が
ら
仕
事
が
で

き
る
こ
と
は
や
は
り
幸
せ
な
こ
と
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
今
あ
る
環
境
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
も
初
心
と
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
子

ど
も
達
と
共
に
自
分
自
身
も
成
長
で
き
る

幼
稚
園
教
諭
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

子
ど
も
達
の
成
長
に
立
ち
会
う
貴
重
な
体
験

学
校
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舞
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。「
食
べ
て
元
気
出
し

て
ね
」
と
言
い
つ
つ「
あ
ー
ん
」
と
か
い
が
い
し
く

お
世
話
。一
緒
に
遊
び
た
い
の
だ
な
と
思
い
、
し

ば
ら
く
は
ご
っ
こ
遊
び
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

さ
す
が
に
辛
く
な
り
「
ご
め
ん
ね
、
ち
ょ
っ
と
眠

ら
せ
て
」
と
切
り
上
げ
ま
し
た
。す
る
と
「
大
丈

夫
？
お
大
事
に
ね
。何
か
し
て
欲
し
い
こ
と
あ

る
？
」
と
言
う
の
で
す
。私
は
申
し
訳
な
さ
と
愛

お
し
さ
と
で「
じ
ゃ
あ
抱
っ

こ
し
て
！
」
と
起
き
上
が

り
ま
し
た
。嬉
し
そ
う
に

膝
に
乗
り
、
ギ
ュ
ー
ッ
と
し

て
く
れ
る
小
さ
な
腕
。ど

ち
ら
が
抱
っ
こ
し
て
い
る

の
か
さ
れ
て
い
る
の
か
…

で
も
確
実
に
彼
女
は
精
一

杯
私
を
抱
っ
こ
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。な
ん
と
い

う
癒
し
の
力
で
し
ょ
う
。

本
当
に
ス
ー
ッ
と
痛
み
が

引
い
て
い
く
よ
う
な
、
穏

や
か
な
優
し
い
気
持
ち
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
思
春
期
に
さ
し
か
か
る

長
女
、
そ
し
て
５
年
生
に

な
る
長
男
も
、
ま
だ
ま
だ
甘
え
た
い
気
持
ち
は

見
え
る
も
の
の
、
照
れ
が
邪
魔
を
し
て
す
っ
か
り

抱
っ
こ
を
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。も
ち

ろ
ん
、
大
き
く
な
る
に
つ
れ
そ
れ
は
普
通
の
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
手
の
届
く
う
ち
に
も
っ

と
も
っ
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
し
て
お
き
た
い
、
あ
な

た
た
ち
が
大
好
き
と
い
う
気
持
ち
を
伝
え
た
い

と
思
っ
た
出
来
事
で
し
た
。

２
人
の
息
子
と
義
父
母
、
祖
母
の
７
人
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。皆
と
て
も
親
切
で
、
頼
も
し

い
家
族
に
恵
ま
れ
、
幸
せ
な
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。息
子
２
人
が
仲
良
く
笑
い
な
が
ら
遊

ぶ
姿
を
見
る
と
、
兄
弟
っ
て
本
当
に
い
い
な
と

感
じ
ま
す
。そ
う
い
う
光
景
を
目
に
す
る
と

私
も
と
て
も
幸
せ
な
気
分
に
な
り
、
自
分
の

幼
い
頃
も
「
こ
う
や
っ
て
兄
弟
で
楽
し
く
遊
ん

で
い
た
の
か
な
」
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

か
わ
い
い
子
ど
も
が

授
か
り
、自
分
が
育
て

る
側
の
人
間
に
な
っ

た
今
、20
代
の
頃
に
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
、
娘

を
亡
く
し
た
両
親
の

気
持
ち
が
痛
い
ほ
ど

わ
か
る
様
に
な
り
ま

し
た
。ど
れ
だ
け
苦

し
か
っ
た
こ
と
か
。

「
親
の
気
持
ち
は
親
に

な
っ
て
み
な
い
と
わ
か

ら
な
い
」と
言
い
ま
す

が
、本
当
に
そ
の
と
お

り
で
す
。

　
今
の
世
の
中
、色
々

な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
が
、日
々
成
長
し
て

い
る
息
子
達
に
は
、
今
を
楽
し
く
元
気
に
、
悔

い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
生
き
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
し
て
、何
か
一
つ
で
い
い
か
ら
自
分
の『
た
か

ら
も
の
』
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
『
た
か
ら
も
の
』
を
大
切
に

し
、今
と
い
う
時
間
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　新
緑
を
爽
や
か
に
吹
き
抜
け
る
風
が
、
園
庭

で
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
子
ど
も
達
の
頬
を
な
で

て
い
き
ま
す
。お
母
さ
ん
の
姿
を
探
し
て
わ
ん
わ

ん
泣
い
て
い
た
可
愛
ら
し
い
年
少
さ
ん
の
声
も
、

幾
分
落
ち
着
い
て
き

た
よ
う
で
す
。そ
の
姿

は
何
と
も
微
笑
ま
し

く
、
も
う
し
ば
ら
く

見
て
い
た
い
よ
う
な

気
に
も
な
り
ま
す
。優

し
く
抱
き
上
げ
懸
命

に
あ
や
す
先
生
方
の

眼
差
し
も
ま
た
、私
の

心
を
温
か
さ
で
満
た

し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
子
ど
も
達

同
様
、
待
ち
に
待
っ
た

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
。中
学
生
に

な
る
長
女
の
部
活
が

久
々
の
休
み
と
な
り

「
連
日
家
族
で
遠
出
を
し
と
て
も
有
意
義
に
楽

し
い
連
休
を
過
ご
し
ま
し
た
」
と
そ
こ
ま
で
は

良
か
っ
た
の
で
す
が
…
。や
は
り
体
は
正
直
な
も

の
で
疲
れ
と
無
理
が
た
た
っ
た
の
で
し
ょ
う
。週

末
、
ひ
ど
い
頭
痛
に
襲
わ
れ
、
ぐ
っ
た
り
と
横
に

な
っ
た
ま
ま
休
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
年
長
に
な
る
我
が
家
の
３
番
目
の
娘
が
、
枕

元
に
お
ま
ま
ご
と
の
ご
ち
そ
う
を
持
っ
て
お
見

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て『
た
か
ら
も
の
』は
何
で
す

か
。私
の
た
か
ら
も
の
は『
家
族
』で
す
。

　
私
は
今
か
ら
12
年
前
の
夏
に
、
３
人
兄
弟

の
真
ん
中
の
姉
を
交
通
事
故
で
亡
く
し
ま
し

た
。姉
は
ま
だ
私
と
同
じ
20
代
で
し
た
。な
ぜ
、

姉
な
の
か
。突
然
の
こ
と

で
私
達
家
族
は
、
現
実

を
受
け
止
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

姉
の
手
や
体
、
顔
に
触

れ
る
と
冷
た
く
、
動
か

な
い
。声
も
聞
き
た
い
の

に
話
し
て
も
く
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
笑
い
か
け
て

も
く
れ
な
い
。目
の
前
に

横
た
わ
る
姉
を
見
て

「
本
当
に
死
ん
で
し
ま
っ

た
ん
だ
」「
現
実
を
受
け

入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い

ん
だ
」
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
ま
し
た
。悔
や
ん
で
も
、
何
を
言
っ
て

も
、
大
好
き
な
姉
は
も
う
戻
っ
て
は
来
て
く
れ

な
い
。悲
し
い
の
は
私
だ
け
じ
ゃ
な
い
、姉
と
関

わ
り
の
あ
る
人
は
皆
同
じ
気
持
ち
な
の
だ
。姉

の
こ
と
を
想
う
と
、
か
わ
い
そ
う
で
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、
大
好
き
だ
っ
た
姉
の
死

は
私
に
色
々
な
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
、
変

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、私
は
静
岡
市
清
水
区
に
嫁
ぎ
、夫
と

東
海
幼
稚
園
　

私
の『
た
か
ら
も
の
』

甘
え
っ
こ

　

静
岡
精
華
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

望
月 

佑
季
子

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

鈴
木 

友
美

絵本

どんぐりむらシリーズ

どんぐりむらのほんやさん 
 
本の力で、子どもを元気にした本屋さんの店長さん、入院中の 
子を笑顔にした店員のこなろう…店員くるんも、「おはなし会」で 
頑張ります。素敵な本がたくさん登場します。その素敵な本と 
お客様との出会いのために、頑張る本屋さんのお仕事ぶりを 
描きます。  
 
価格：1,200円（税別） 商品コード：1020398500 

どんぐりむらのどんぐりえん 

どんぐりむらのどんぐりえんの子どもたちは近頃とてもはりきって 
います。もうすぐ、年に一度の園行事・お店屋さん祭りがあり、 
家族や村のつぶたちをお客様として招待するからです。先生たちの 
見守る中で、のびのび育つ子どもたちの、楽しい園生活を描きます。 
 

価格：1,200円（税別） 商品コード：1020380300 

どんぐりむらのぼうしやさん 
どんぐりのぽー、ちい、くりんは、どんぐり村の帽子やさん。

村では帽子が売れないので、お客さんを求めて、町へ 
出かけます。ある日、ねずみの親子が帽子を買ってくれ、 
買った帽子をどうするのかと、ぽーたちがついて行って 
みると…。わくわくの結末が！ 
 

どんぐりむらのぱんやさん 
子育てしつつ、人気のぱんやさんを切り盛りするパパとママ。 
忙しい中にも新作開発に向けて努力するパパママと、けなげな

子どもたちの姿を描く心温まるストーリー。大人気の『どんぐり 
むら』シリーズ第２弾は作者から働くパパママへのエールの 
ような物語。 
 

どんぐりむらのおまわりさん 
どんぐりむらのおまわりさんは、今日も朝から大忙し。パトロール、 
交通整理、木から降りられなくなった男の子・いっちの救出、 
まてばじいさんの失くし物の捜索…おまわりさんに憧れ、 
こどもおまわりさんとして頑張るいっちと、おまわりさんとの交流を描く。
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舞
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。「
食
べ
て
元
気
出
し

て
ね
」
と
言
い
つ
つ「
あ
ー
ん
」
と
か
い
が
い
し
く

お
世
話
。一
緒
に
遊
び
た
い
の
だ
な
と
思
い
、
し

ば
ら
く
は
ご
っ
こ
遊
び
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

さ
す
が
に
辛
く
な
り
「
ご
め
ん
ね
、
ち
ょ
っ
と
眠

ら
せ
て
」
と
切
り
上
げ
ま
し
た
。す
る
と
「
大
丈

夫
？
お
大
事
に
ね
。何
か
し
て
欲
し
い
こ
と
あ

る
？
」
と
言
う
の
で
す
。私
は
申
し
訳
な
さ
と
愛

お
し
さ
と
で「
じ
ゃ
あ
抱
っ

こ
し
て
！
」
と
起
き
上
が

り
ま
し
た
。嬉
し
そ
う
に

膝
に
乗
り
、
ギ
ュ
ー
ッ
と
し

て
く
れ
る
小
さ
な
腕
。ど

ち
ら
が
抱
っ
こ
し
て
い
る

の
か
さ
れ
て
い
る
の
か
…

で
も
確
実
に
彼
女
は
精
一

杯
私
を
抱
っ
こ
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。な
ん
と
い

う
癒
し
の
力
で
し
ょ
う
。

本
当
に
ス
ー
ッ
と
痛
み
が

引
い
て
い
く
よ
う
な
、
穏

や
か
な
優
し
い
気
持
ち
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
思
春
期
に
さ
し
か
か
る

長
女
、
そ
し
て
５
年
生
に

な
る
長
男
も
、
ま
だ
ま
だ
甘
え
た
い
気
持
ち
は

見
え
る
も
の
の
、
照
れ
が
邪
魔
を
し
て
す
っ
か
り

抱
っ
こ
を
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。も
ち

ろ
ん
、
大
き
く
な
る
に
つ
れ
そ
れ
は
普
通
の
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
手
の
届
く
う
ち
に
も
っ

と
も
っ
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
し
て
お
き
た
い
、
あ
な

た
た
ち
が
大
好
き
と
い
う
気
持
ち
を
伝
え
た
い

と
思
っ
た
出
来
事
で
し
た
。

２
人
の
息
子
と
義
父
母
、
祖
母
の
７
人
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。皆
と
て
も
親
切
で
、
頼
も
し

い
家
族
に
恵
ま
れ
、
幸
せ
な
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。息
子
２
人
が
仲
良
く
笑
い
な
が
ら
遊

ぶ
姿
を
見
る
と
、
兄
弟
っ
て
本
当
に
い
い
な
と

感
じ
ま
す
。そ
う
い
う
光
景
を
目
に
す
る
と

私
も
と
て
も
幸
せ
な
気
分
に
な
り
、
自
分
の

幼
い
頃
も
「
こ
う
や
っ
て
兄
弟
で
楽
し
く
遊
ん

で
い
た
の
か
な
」
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

か
わ
い
い
子
ど
も
が

授
か
り
、自
分
が
育
て

る
側
の
人
間
に
な
っ

た
今
、20
代
の
頃
に
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
、
娘

を
亡
く
し
た
両
親
の

気
持
ち
が
痛
い
ほ
ど

わ
か
る
様
に
な
り
ま

し
た
。ど
れ
だ
け
苦

し
か
っ
た
こ
と
か
。

「
親
の
気
持
ち
は
親
に

な
っ
て
み
な
い
と
わ
か

ら
な
い
」と
言
い
ま
す

が
、本
当
に
そ
の
と
お

り
で
す
。

　
今
の
世
の
中
、色
々

な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
が
、日
々
成
長
し
て

い
る
息
子
達
に
は
、
今
を
楽
し
く
元
気
に
、
悔

い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
生
き
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
し
て
、何
か
一
つ
で
い
い
か
ら
自
分
の『
た
か

ら
も
の
』
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
『
た
か
ら
も
の
』
を
大
切
に

し
、今
と
い
う
時
間
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　新
緑
を
爽
や
か
に
吹
き
抜
け
る
風
が
、
園
庭

で
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
子
ど
も
達
の
頬
を
な
で

て
い
き
ま
す
。お
母
さ
ん
の
姿
を
探
し
て
わ
ん
わ

ん
泣
い
て
い
た
可
愛
ら
し
い
年
少
さ
ん
の
声
も
、

幾
分
落
ち
着
い
て
き

た
よ
う
で
す
。そ
の
姿

は
何
と
も
微
笑
ま
し

く
、
も
う
し
ば
ら
く

見
て
い
た
い
よ
う
な

気
に
も
な
り
ま
す
。優

し
く
抱
き
上
げ
懸
命

に
あ
や
す
先
生
方
の

眼
差
し
も
ま
た
、私
の

心
を
温
か
さ
で
満
た

し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
子
ど
も
達

同
様
、
待
ち
に
待
っ
た

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
。中
学
生
に

な
る
長
女
の
部
活
が

久
々
の
休
み
と
な
り

「
連
日
家
族
で
遠
出
を
し
と
て
も
有
意
義
に
楽

し
い
連
休
を
過
ご
し
ま
し
た
」
と
そ
こ
ま
で
は

良
か
っ
た
の
で
す
が
…
。や
は
り
体
は
正
直
な
も

の
で
疲
れ
と
無
理
が
た
た
っ
た
の
で
し
ょ
う
。週

末
、
ひ
ど
い
頭
痛
に
襲
わ
れ
、
ぐ
っ
た
り
と
横
に

な
っ
た
ま
ま
休
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
年
長
に
な
る
我
が
家
の
３
番
目
の
娘
が
、
枕

元
に
お
ま
ま
ご
と
の
ご
ち
そ
う
を
持
っ
て
お
見

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て『
た
か
ら
も
の
』は
何
で
す

か
。私
の
た
か
ら
も
の
は『
家
族
』で
す
。

　
私
は
今
か
ら
12
年
前
の
夏
に
、
３
人
兄
弟

の
真
ん
中
の
姉
を
交
通
事
故
で
亡
く
し
ま
し

た
。姉
は
ま
だ
私
と
同
じ
20
代
で
し
た
。な
ぜ
、

姉
な
の
か
。突
然
の
こ
と

で
私
達
家
族
は
、
現
実

を
受
け
止
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

姉
の
手
や
体
、
顔
に
触

れ
る
と
冷
た
く
、
動
か

な
い
。声
も
聞
き
た
い
の

に
話
し
て
も
く
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
笑
い
か
け
て

も
く
れ
な
い
。目
の
前
に

横
た
わ
る
姉
を
見
て

「
本
当
に
死
ん
で
し
ま
っ

た
ん
だ
」「
現
実
を
受
け

入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い

ん
だ
」
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
ま
し
た
。悔
や
ん
で
も
、
何
を
言
っ
て

も
、
大
好
き
な
姉
は
も
う
戻
っ
て
は
来
て
く
れ

な
い
。悲
し
い
の
は
私
だ
け
じ
ゃ
な
い
、姉
と
関

わ
り
の
あ
る
人
は
皆
同
じ
気
持
ち
な
の
だ
。姉

の
こ
と
を
想
う
と
、
か
わ
い
そ
う
で
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、
大
好
き
だ
っ
た
姉
の
死

は
私
に
色
々
な
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
、
変

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、私
は
静
岡
市
清
水
区
に
嫁
ぎ
、夫
と

東
海
幼
稚
園
　

私
の『
た
か
ら
も
の
』

甘
え
っ
こ

　

静
岡
精
華
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

望
月 

佑
季
子

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

鈴
木 

友
美

絵本
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教
員
養
成
校
訪
問

　

平
成
27
年
4
月
27
日
（
月
）
午
後
4
時
過

　
静
岡
市
葵
区
宮
前
町
に
あ
る
東
海
大
学
短

期
大
学
部
に
広
報
委
員
会
関
係
者
5
名
、
委

員
の
私
立
幼
稚
園
で
働
く
卒
業
生
1
名
と
で

訪
問
致
し
ま
し
た
。

　
東
海
大
学
短
期
大
学
部
か
ら
は
児
童
教
育

学
科
の
学
生
10
名
と
教
員
4
名
が
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
参
加
者
の
学
生
に
大
学
へ
の
通
学

方
法
を
一
人
ひ
と
り
訪
ね
ま
し
た
。
10
人
の

う
ち
下
宿
生
は
1
人
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生

は
実
家
か
ら
通
学
、
通
学
時
間
は
30
分
〜
40

分
ほ
ど
で
通
え
る
と
言
う
事
で
し
た
。
中
に

は
自
宅
か
ら
1
時
間
40
分
も
か
け
県
外
か
ら

通
学
し
て
い
る
と
い
う
学
生
も
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
な
ぜ
こ
の
大
学
を
選
ん
だ
の
か
を

尋
ね
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
「
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
先
生
方
の
対
応
が
と
て
も

優
し
く
て
親
近

感
が
あ
っ
た
た

め
」
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

他
に
「
先
輩
達

が
親
切
で
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
だ
っ
た
か

ら
」
ま
た
「
幼

稚
園
教
諭
・
保

育
士
・
小
学
校

教
諭
こ
の
3
つ

の
資
格
が
取
れ

る
こ
と
が
魅
力
的
だ
っ
た
」

等
で
し
た
。

　
次
に
、
卒
業
生
で
私
立

幼
稚
園
に
就
職
5
年
目
の

西
ヶ
谷
先
生
か
ら
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
同
校
を
選
ん
だ
理
由
は

「
他
の
短
大
と
悩
ん
で
い
た

が
同
校
の
学
園
祭
に
参
加

し
て
、
先
輩
が
た
く
さ
ん

声
を
か
け
て
く
れ
た
の
が

印
象
的
で
、
先
輩
が
や
っ

て
く
れ
た
手
遊
び
、
人
形

劇
等
が
ま
る
で
本
物
の
保

育
士
の
よ
う
で
、
自
分
も

先
輩
の
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
か
ら
」
と
の
事

で
し
た
。

　
そ
の
後
、就
職
を
考
え
た
き
っ
か
け
は
、「
短

大
1
年
の
夏
頃
か
ら
母
園
の
幼
稚
園
に
訪
問

し
夏
祭
り
や
、
行
事
に
参
加
し
て
い
る
う
ち

に
、
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
、
ま
た
鼓
笛
隊
を
や
っ
て
い

る
幼
稚
園
で
、
自
分
も
そ
れ
が
好
き
で
や
り

た
い
と
強
く
思
い
就
職
を
考
え
ま
し
た
。

　
就
職
す
る
と
、
す
ぐ
に
先
生
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
学
ん
だ
事
は
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
出
来
ず
、
自
分
に
は
向
い
て
い
な
い

と
思
う
事
も
あ
っ
た
が
、
先
輩
の
先
生
方
が

優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
お
蔭
で
そ
こ
か
ら
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出

来
た
。
2
年
目
以
降
は
だ
い
ぶ
見
通

し
が
立
ち
、
自
分
で
何
と
か
や
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
今
こ
う
し
て

頑
張
れ
て
い
る
」
と
の
事
で
し
た
。

　
先
輩
と
し
て
一
言
「
学
生
時
代
の

提
出
物
は
期
限
を
守
っ
て
き
ち
ん
と

出
す
事
、
そ
れ
が
今
後
就
職
し
て
か

ら
、
約
束
を
守
る
と
言
う
事
に
も
繋

が
り
と
て
も
大
切
な
事
に
な
る
か

ら
」
と
素
敵
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り

ま
し
た
。

　
次
に
、
広
報
委
員
よ
り
私
立
幼
稚

園
に
つ
い
て
学
生
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
、
私
立
幼
稚
園
は
特
色
の
あ

る
幼
稚
園
が
多
く
、
保
護
者
は
幼
稚

園
を
ど
こ
に
自
分
の
子
ど
も
を
入
れ

よ
う
か
、
選
ん
で

入
園
し
て
く
る
事

等
、
保
護
者
の
目

線
で
も
公
立
と
の

違
い
が
あ
る
事
を

伝
え
ま
し
た
。
ま
た
幼
稚

園
と
保
育
園
の
違
い
や
園

で
の
子
ど
も
達
の
様
子
に

も
触
れ
て
み
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
広
報
委
員
の

目
的
で
あ
る
「
私
立
幼
稚

園
の
ア
ピ
ー
ル
を
兼
ね
て

私
立
幼
稚
園
を
推
奨
し
、

是
非
幼
稚
園
に
足
を
運
ん

で
ほ
し
い
」
と
伝
え
ま
し

た
。
例
え
ば
「
保
育
時
間

が
終
わ
っ
て
か
ら
の
職
員

室
訪
問
や
、
教
員
・
主
任
・

副
園
長
等
の
雰
囲
気
な
ど

も
参
考
に
働
き
た
い
幼
稚
園
を
見
つ
け
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
学
生
か
ら
「
園
は
い
つ
で
も
見
に

行
っ
て
い
い
で
す
か
？
」「
ご
迷
惑
に
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
か
？
」
な
ど
の
質
問
が
で
ま
し

た
。

　
広
報
委
員
か
ら
、
訪
問
し
た
い
旨
を
し
っ

か
り
と
電
話
で
伝
え
れ
ば
園
は
受
け
入
れ
て

く
れ
る
こ
と
を
伝
え
、
ま
た
協
会
か
ら
も
ど

こ
の
園
も
受
け
入
れ
る
よ
う
に
伝
達
す
る
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
今
後
の
就
職
希
望
先
等
を
学
生
一

人
ひ
と
り
に
伺
っ
て
み
る
と
「
初
め
か
ら
私

立
幼
稚
園
就
職
を
考
え
て
い
た
方
は
１
名
で
、

ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
公
立
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
」
と
の
事
で
し
た
。
今
回
の
訪
問
で
、

私
立
幼
稚
園
も
視
野
に
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
方

を
広
げ
た
学
生
が
何
人
か

現
れ
た
事
で
、
こ
の
訪
問

が
と
て
も
有
意
義
な
事
に

な
っ
た
と
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
同
校
先
輩
の
西
ヶ

谷
先
生
か
ら
学
生
た
ち
に

「
ぜ
ひ
幼
稚
園
の
先
生
に

な
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
の
言
葉
を
述

べ
話
し
合
い
は
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　
最
後
に
お
忙
し
い
中
お

話
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
学

生
の
み
な
さ
ん
、
ま
た
参

加
し
て
下
さ
っ
た
教
員
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
同

校
を
後
に
い
た
し
ま
し
た
。

東
海
大
学
短
期
大
学
部

東
海
大
学
短
期
大
学
部

健康随想
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心の健康を考える
子育てカウンセラー
　　

　　   高野桂実

は
じ
め
に

　
人
間
の
子
ど
も
は
、
本
当
に
未
熟

な
存
在
で
す
。動
物
は
産
ま
れ
て
す

ぐ
に
自
力
で
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
人
間
の
子
ど
も
は
自
力
で
歩
く

の
に
1
年
近
く
、
言
葉
を
使
っ
て
意

思
を
伝
え
る
の
も
1
年
以
上
か
か
り

ま
す
。「
生
理
的
早
産
」
と
言
う
そ
う

で
す
が
、動
物
の
よ
う
に
天
敵
が
い
な

い
人
間
の
子
ど
も
は
、
ゆ
っ
く
り
じ
っ

く
り
と
時
間
を
か
け
て
、
少
し
ず
つ

成
長
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
日
々
の

生
活
を
通
し
て
積
ん
で
い
く
様
々
な

経
験
が
、
人
と
し
て
の
理
性
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
、
社
会
的
ル
ー

ル
、
そ
し
て
人
へ
の
信
頼
感
を
作
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。親
と
育
む
温
か
い

世
界
、
同
世
代
が
集
ま
る
小
さ
な
社

会
、ど
ち
ら
の
経
験
も
子
ど
も
に
と
っ

て
と
て
も
大
切
で
す
。そ
ん
な
「
子
ど

も
時
代
」の
中
で
、私
が
大
事
だ
と
思

う
こ
と
を
二
つ
挙
げ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

大
人
と
の
関
係
か
ら
学
ぶ

　
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
を
出
る
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
強
く
印
象
に

残
る
先
生
方
と
出
会
い
ま
し
た
。そ

の
先
生
方
は
い
つ
も
、
良
い
こ
と
は
良

い
、
悪
い
こ
と
は
悪
い
と
は
っ
き
り
教

え
て
く
れ
る
と
同
時
に
、
私
の
言
葉

に
も
耳
を
傾
け
、じ
っ
く
り
話
を
聞
い

て
く
れ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま

す
。う
ま
く
い
か
な
い
結
果
で
あ
っ
て

も
、励
ま
し
、努
力
を
認
め
て
く
れ
た

こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
力
と

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
幼
稚
園
で
の
出
来
事
で
す
。

卒
園
を
間
近
に
控
え
た
年
長
の
女
の

子
が
、
先
生
た
ち
に
手
紙
を
渡
し
て

い
ま
し
た
。「
卒
園
し
て
も
〇
〇
の
こ

と
忘
れ
な
い
で
ね
」
と
言
っ
て
手
紙
を

渡
さ
れ
た
先
生
が
「
忘
れ
る
わ
け
な

い
よ
！
だ
っ
て
先
生
、〇
〇
ち
ゃ
ん
の

こ
と
が
大
好
き
だ
も
ん
」
と
言
っ
て
、

女
の
子
を
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し
め
て
い

ま
し
た
。何
と
い
う
温
か
な
や
り
取

り
か
と
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。あ

の
子
は
き
っ
と
こ
の
先
も
、
学
校
の
先

生
を
信
頼
し
、
周
り
の
人
を
大
切
に

し
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
し
た
。

　
幼
児
期
に
大
切
な
こ
と
は
、
親
以

外
の
大
人
や
子
ど
も
達
と
の
間
に
作

る
初
め
て
の
人
間
関
係
を
「
良
い
も

の
だ
」
と
認
識
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
長
く
続
く
人
間
社

会
の
中
で
、人
と
の
関
係
が
良
い
も
の

で
な
い
と
、
多
く
の
困
難
に
立
ち
向

か
い
、乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。近
年
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
の
普
及
で
、
人
間
同
士
、
生
身

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
ん
ど
ん

希
薄
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
表
面
的
な
や
り
取

り
が
全
て
で
は
な
く
、
本
当
に
つ
な

が
っ
た
人
間
同
士
で
あ
れ
ば
、ト
ラ
ブ

ル
な
ど
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
思
う
の

で
す
。

や
わ
ら
か
く
、し
な
や
か
に

　
ま
た
、
発
達
に
難
し
さ
を
抱
え
た

子
ど
も
達
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

る
機
会
も
年
々
多
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。こ
だ
わ
り
が
あ
っ
て

ど
う
し
て
も
冷
静
に
な
れ
な
い
子
、

何
度
言
わ
れ
て
も
「
つ
い
つ
い
」
や
ら

か
し
て
し
ま
う
子
。現
場
の
先
生
方

も
親
御
さ
ん
も
、
ど
う
し
た
ら
良
い

の
か
と
頭
を
抱
え
て
し
ま
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。こ
ん
な
時
に
必

要
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
視
点
の
転
換

で
す
。大
人
に
と
っ
て「
困
っ
た
子
」
と

は
、
本
当
は
子
ど
も
自
身
が「
困
っ
て

い
る
」
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　「
こ
こ
ま
で
や
ら
せ
た
い
」
と
い
う

大
人
の
意
図
が
中
々
う
ま
く
い
か
な

い
時
は「
ど
こ
ま
で
な
ら
で
き
る
だ
ろ

う
」と
考
え
て
み
る
と
、
や
り
方
が
見

え
て
き
ま
す
。言
葉
を
獲
得
し
た
子

ど
も
は
、
つ
た
な
い
言
葉
で
も「
ど
う

し
た
い
の
か
」「
何
が
イ
ヤ
な
の
か
」を

言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
ん
な
子

ど
も
の
言
葉
を
受
け
止
め
、
そ
の
子

が
今
出
来
る
こ
と
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア

し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
で
き
た
ら

し
っ
か
り
と
褒
め
て
や
る
こ
と
が
大

切
で
す
。ひ
と
通
り
の
こ
と
が
出
来
る

大
人
は
、
つ
い
つ
い
子
ど
も
に
対
し
て

の
要
求
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
と
感

じ
る
か
、
頑
張
れ
る
の
か
は
、
大
人
も

子
ど
も
も
同
じ
だ
と
思
う
の
で
す
。

そ
ん
な
や
り
取
り
が
、
子
ど
も
の
信

頼
感
を
生
み
出
し
、成
長
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
わ
り
に

　
子
ど
も
の
可
能
性
は
無
限
で
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
達
の
大
切
な
時
間
と

場
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
の

仕
事
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。色
々
な
こ
と
が
複
雑
で
、
デ

リ
ケ
ー
ト
な
世
の
中
に
な
っ
た
と
感

じ
ま
す
。子
ど
も
を
取
り
巻
く
世
界

も
中
々
大
変
で
す
。そ
れ
で
も
子
ど

も
達
が
、
人
と
の
温
か
い
関
係
を
学

び
、
安
心
し
て
の
び
の
び
と
育
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う「
こ
の
子
ど
も

達
を
し
っ
か
り
と
育
て
な
け
れ
ば
」
と

訪
問
先
の
幼
稚
園
で
毎
回
の
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

『子ども時代』を大切にしたい
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教
員
養
成
校
訪
問

　

平
成
27
年
4
月
27
日
（
月
）
午
後
4
時
過

　
静
岡
市
葵
区
宮
前
町
に
あ
る
東
海
大
学
短

期
大
学
部
に
広
報
委
員
会
関
係
者
5
名
、
委

員
の
私
立
幼
稚
園
で
働
く
卒
業
生
1
名
と
で

訪
問
致
し
ま
し
た
。

　
東
海
大
学
短
期
大
学
部
か
ら
は
児
童
教
育

学
科
の
学
生
10
名
と
教
員
4
名
が
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
参
加
者
の
学
生
に
大
学
へ
の
通
学

方
法
を
一
人
ひ
と
り
訪
ね
ま
し
た
。
10
人
の

う
ち
下
宿
生
は
1
人
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生

は
実
家
か
ら
通
学
、
通
学
時
間
は
30
分
〜
40

分
ほ
ど
で
通
え
る
と
言
う
事
で
し
た
。
中
に

は
自
宅
か
ら
1
時
間
40
分
も
か
け
県
外
か
ら

通
学
し
て
い
る
と
い
う
学
生
も
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
な
ぜ
こ
の
大
学
を
選
ん
だ
の
か
を

尋
ね
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
「
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
先
生
方
の
対
応
が
と
て
も

優
し
く
て
親
近

感
が
あ
っ
た
た

め
」
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

他
に
「
先
輩
達

が
親
切
で
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
だ
っ
た
か

ら
」
ま
た
「
幼

稚
園
教
諭
・
保

育
士
・
小
学
校

教
諭
こ
の
3
つ

の
資
格
が
取
れ

る
こ
と
が
魅
力
的
だ
っ
た
」

等
で
し
た
。

　
次
に
、
卒
業
生
で
私
立

幼
稚
園
に
就
職
5
年
目
の

西
ヶ
谷
先
生
か
ら
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
同
校
を
選
ん
だ
理
由
は

「
他
の
短
大
と
悩
ん
で
い
た

が
同
校
の
学
園
祭
に
参
加

し
て
、
先
輩
が
た
く
さ
ん

声
を
か
け
て
く
れ
た
の
が

印
象
的
で
、
先
輩
が
や
っ

て
く
れ
た
手
遊
び
、
人
形

劇
等
が
ま
る
で
本
物
の
保

育
士
の
よ
う
で
、
自
分
も

先
輩
の
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
か
ら
」
と
の
事

で
し
た
。

　
そ
の
後
、就
職
を
考
え
た
き
っ
か
け
は
、「
短

大
1
年
の
夏
頃
か
ら
母
園
の
幼
稚
園
に
訪
問

し
夏
祭
り
や
、
行
事
に
参
加
し
て
い
る
う
ち

に
、
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
、
ま
た
鼓
笛
隊
を
や
っ
て
い

る
幼
稚
園
で
、
自
分
も
そ
れ
が
好
き
で
や
り

た
い
と
強
く
思
い
就
職
を
考
え
ま
し
た
。

　
就
職
す
る
と
、
す
ぐ
に
先
生
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
学
ん
だ
事
は
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
出
来
ず
、
自
分
に
は
向
い
て
い
な
い

と
思
う
事
も
あ
っ
た
が
、
先
輩
の
先
生
方
が

優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
お
蔭
で
そ
こ
か
ら
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出

来
た
。
2
年
目
以
降
は
だ
い
ぶ
見
通

し
が
立
ち
、
自
分
で
何
と
か
や
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
今
こ
う
し
て

頑
張
れ
て
い
る
」
と
の
事
で
し
た
。

　
先
輩
と
し
て
一
言
「
学
生
時
代
の

提
出
物
は
期
限
を
守
っ
て
き
ち
ん
と

出
す
事
、
そ
れ
が
今
後
就
職
し
て
か

ら
、
約
束
を
守
る
と
言
う
事
に
も
繋

が
り
と
て
も
大
切
な
事
に
な
る
か

ら
」
と
素
敵
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り

ま
し
た
。

　
次
に
、
広
報
委
員
よ
り
私
立
幼
稚

園
に
つ
い
て
学
生
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
、
私
立
幼
稚
園
は
特
色
の
あ

る
幼
稚
園
が
多
く
、
保
護
者
は
幼
稚

園
を
ど
こ
に
自
分
の
子
ど
も
を
入
れ

よ
う
か
、
選
ん
で

入
園
し
て
く
る
事

等
、
保
護
者
の
目

線
で
も
公
立
と
の

違
い
が
あ
る
事
を

伝
え
ま
し
た
。
ま
た
幼
稚

園
と
保
育
園
の
違
い
や
園

で
の
子
ど
も
達
の
様
子
に

も
触
れ
て
み
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
広
報
委
員
の

目
的
で
あ
る
「
私
立
幼
稚

園
の
ア
ピ
ー
ル
を
兼
ね
て

私
立
幼
稚
園
を
推
奨
し
、

是
非
幼
稚
園
に
足
を
運
ん

で
ほ
し
い
」
と
伝
え
ま
し

た
。
例
え
ば
「
保
育
時
間

が
終
わ
っ
て
か
ら
の
職
員

室
訪
問
や
、
教
員
・
主
任
・

副
園
長
等
の
雰
囲
気
な
ど

も
参
考
に
働
き
た
い
幼
稚
園
を
見
つ
け
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
学
生
か
ら
「
園
は
い
つ
で
も
見
に

行
っ
て
い
い
で
す
か
？
」「
ご
迷
惑
に
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
か
？
」
な
ど
の
質
問
が
で
ま
し

た
。

　
広
報
委
員
か
ら
、
訪
問
し
た
い
旨
を
し
っ

か
り
と
電
話
で
伝
え
れ
ば
園
は
受
け
入
れ
て

く
れ
る
こ
と
を
伝
え
、
ま
た
協
会
か
ら
も
ど

こ
の
園
も
受
け
入
れ
る
よ
う
に
伝
達
す
る
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
今
後
の
就
職
希
望
先
等
を
学
生
一

人
ひ
と
り
に
伺
っ
て
み
る
と
「
初
め
か
ら
私

立
幼
稚
園
就
職
を
考
え
て
い
た
方
は
１
名
で
、

ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
公
立
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
」
と
の
事
で
し
た
。
今
回
の
訪
問
で
、

私
立
幼
稚
園
も
視
野
に
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
方

を
広
げ
た
学
生
が
何
人
か

現
れ
た
事
で
、
こ
の
訪
問

が
と
て
も
有
意
義
な
事
に

な
っ
た
と
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
同
校
先
輩
の
西
ヶ

谷
先
生
か
ら
学
生
た
ち
に

「
ぜ
ひ
幼
稚
園
の
先
生
に

な
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
の
言
葉
を
述

べ
話
し
合
い
は
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　
最
後
に
お
忙
し
い
中
お

話
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
学

生
の
み
な
さ
ん
、
ま
た
参

加
し
て
下
さ
っ
た
教
員
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
同

校
を
後
に
い
た
し
ま
し
た
。

東
海
大
学
短
期
大
学
部

東
海
大
学
短
期
大
学
部

健康随想
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心の健康を考える
子育てカウンセラー
　　

　　   高野桂実

は
じ
め
に

　
人
間
の
子
ど
も
は
、
本
当
に
未
熟

な
存
在
で
す
。動
物
は
産
ま
れ
て
す

ぐ
に
自
力
で
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
人
間
の
子
ど
も
は
自
力
で
歩
く

の
に
1
年
近
く
、
言
葉
を
使
っ
て
意

思
を
伝
え
る
の
も
1
年
以
上
か
か
り

ま
す
。「
生
理
的
早
産
」
と
言
う
そ
う

で
す
が
、動
物
の
よ
う
に
天
敵
が
い
な

い
人
間
の
子
ど
も
は
、
ゆ
っ
く
り
じ
っ

く
り
と
時
間
を
か
け
て
、
少
し
ず
つ

成
長
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
日
々
の

生
活
を
通
し
て
積
ん
で
い
く
様
々
な

経
験
が
、
人
と
し
て
の
理
性
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
、
社
会
的
ル
ー

ル
、
そ
し
て
人
へ
の
信
頼
感
を
作
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。親
と
育
む
温
か
い

世
界
、
同
世
代
が
集
ま
る
小
さ
な
社

会
、ど
ち
ら
の
経
験
も
子
ど
も
に
と
っ

て
と
て
も
大
切
で
す
。そ
ん
な
「
子
ど

も
時
代
」の
中
で
、私
が
大
事
だ
と
思

う
こ
と
を
二
つ
挙
げ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

大
人
と
の
関
係
か
ら
学
ぶ

　
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
を
出
る
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
強
く
印
象
に

残
る
先
生
方
と
出
会
い
ま
し
た
。そ

の
先
生
方
は
い
つ
も
、
良
い
こ
と
は
良

い
、
悪
い
こ
と
は
悪
い
と
は
っ
き
り
教

え
て
く
れ
る
と
同
時
に
、
私
の
言
葉

に
も
耳
を
傾
け
、じ
っ
く
り
話
を
聞
い

て
く
れ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま

す
。う
ま
く
い
か
な
い
結
果
で
あ
っ
て

も
、励
ま
し
、努
力
を
認
め
て
く
れ
た

こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
力
と

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
幼
稚
園
で
の
出
来
事
で
す
。

卒
園
を
間
近
に
控
え
た
年
長
の
女
の

子
が
、
先
生
た
ち
に
手
紙
を
渡
し
て

い
ま
し
た
。「
卒
園
し
て
も
〇
〇
の
こ

と
忘
れ
な
い
で
ね
」
と
言
っ
て
手
紙
を

渡
さ
れ
た
先
生
が
「
忘
れ
る
わ
け
な

い
よ
！
だ
っ
て
先
生
、〇
〇
ち
ゃ
ん
の

こ
と
が
大
好
き
だ
も
ん
」
と
言
っ
て
、

女
の
子
を
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し
め
て
い

ま
し
た
。何
と
い
う
温
か
な
や
り
取

り
か
と
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。あ

の
子
は
き
っ
と
こ
の
先
も
、
学
校
の
先

生
を
信
頼
し
、
周
り
の
人
を
大
切
に

し
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
し
た
。

　
幼
児
期
に
大
切
な
こ
と
は
、
親
以

外
の
大
人
や
子
ど
も
達
と
の
間
に
作

る
初
め
て
の
人
間
関
係
を
「
良
い
も

の
だ
」
と
認
識
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
長
く
続
く
人
間
社

会
の
中
で
、人
と
の
関
係
が
良
い
も
の

で
な
い
と
、
多
く
の
困
難
に
立
ち
向

か
い
、乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。近
年
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
の
普
及
で
、
人
間
同
士
、
生
身

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
ん
ど
ん

希
薄
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
表
面
的
な
や
り
取

り
が
全
て
で
は
な
く
、
本
当
に
つ
な

が
っ
た
人
間
同
士
で
あ
れ
ば
、ト
ラ
ブ

ル
な
ど
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
思
う
の

で
す
。

や
わ
ら
か
く
、し
な
や
か
に

　
ま
た
、
発
達
に
難
し
さ
を
抱
え
た

子
ど
も
達
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

る
機
会
も
年
々
多
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。こ
だ
わ
り
が
あ
っ
て

ど
う
し
て
も
冷
静
に
な
れ
な
い
子
、

何
度
言
わ
れ
て
も
「
つ
い
つ
い
」
や
ら

か
し
て
し
ま
う
子
。現
場
の
先
生
方

も
親
御
さ
ん
も
、
ど
う
し
た
ら
良
い

の
か
と
頭
を
抱
え
て
し
ま
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。こ
ん
な
時
に
必

要
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
視
点
の
転
換

で
す
。大
人
に
と
っ
て「
困
っ
た
子
」
と

は
、
本
当
は
子
ど
も
自
身
が「
困
っ
て

い
る
」
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　「
こ
こ
ま
で
や
ら
せ
た
い
」
と
い
う

大
人
の
意
図
が
中
々
う
ま
く
い
か
な

い
時
は「
ど
こ
ま
で
な
ら
で
き
る
だ
ろ

う
」と
考
え
て
み
る
と
、
や
り
方
が
見

え
て
き
ま
す
。言
葉
を
獲
得
し
た
子

ど
も
は
、
つ
た
な
い
言
葉
で
も「
ど
う

し
た
い
の
か
」「
何
が
イ
ヤ
な
の
か
」を

言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
ん
な
子

ど
も
の
言
葉
を
受
け
止
め
、
そ
の
子

が
今
出
来
る
こ
と
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア

し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
で
き
た
ら

し
っ
か
り
と
褒
め
て
や
る
こ
と
が
大

切
で
す
。ひ
と
通
り
の
こ
と
が
出
来
る

大
人
は
、
つ
い
つ
い
子
ど
も
に
対
し
て

の
要
求
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
と
感

じ
る
か
、
頑
張
れ
る
の
か
は
、
大
人
も

子
ど
も
も
同
じ
だ
と
思
う
の
で
す
。

そ
ん
な
や
り
取
り
が
、
子
ど
も
の
信

頼
感
を
生
み
出
し
、成
長
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
わ
り
に

　
子
ど
も
の
可
能
性
は
無
限
で
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
達
の
大
切
な
時
間
と

場
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
の

仕
事
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。色
々
な
こ
と
が
複
雑
で
、
デ

リ
ケ
ー
ト
な
世
の
中
に
な
っ
た
と
感

じ
ま
す
。子
ど
も
を
取
り
巻
く
世
界

も
中
々
大
変
で
す
。そ
れ
で
も
子
ど

も
達
が
、
人
と
の
温
か
い
関
係
を
学

び
、
安
心
し
て
の
び
の
び
と
育
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う「
こ
の
子
ど
も

達
を
し
っ
か
り
と
育
て
な
け
れ
ば
」
と

訪
問
先
の
幼
稚
園
で
毎
回
の
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

『子ども時代』を大切にしたい
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